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人と自然が融和した　にぎわいある元気都市　出水市

2011（平成23年）
6主な内容

No. 75

世 帯 数 2 万 4，486（+ 139）
人　 口 5 万 5，728（+ 173）

男 2 万 6，102（+ 63）
女 2 万 9，626（+ 110）

出　 生 34
死　 亡 47
転　 入 406
転　 出 223

（５月１日現在 : 住民基本台帳）

（　）内は前月比

平成24年度当初予算に232億700万円……………………２～４
寄付に対しお礼を申し上げます…………………………６～７ 
出水市交通災害共済に加入しよう………………………８
市の封筒で情報発信！…………………………………9

2012（平成24年）

（ツル観察センターそばにて５月７日撮影）

「冬の使者　初夏に舞う」



0 万円
会計当初予算

　

出
水
市
議
会
第
１
回
定
例
会
が
、
２
月
27
日
か
ら
３
月
30
日
ま
で
の

会
期
で
開
か
れ
、
平
成
24
年
度
当
初
予
算
な
ど
の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
可
決
さ
れ
た
平
成
24
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
、
市
が
行
う
仕

事
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
ど
れ
く
ら
い
の
お
金
が
使
わ
れ
る

の
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
一
般
会
計
当
初
予
算
を
中
心
に
紹
介

し
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
に
比
べ
平
成
24
年
度
の
当
初
予
算
は
、10
億
５
４
０
０
万
円
（
４・

３
％
）
減
少
し
、
２
３
２
億
７
０
０
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
は
７
億
８
１
５
７
万
円
（
４・

９
％
）
増
え
、
１
６
８
億
９
２
９
０
万
円
、
企
業
会

計
も
、
１
３
６
８
万
３
千
円
（
０・

２
％
）
増
え
、
70
億
４
５
０
９
万
４
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、全
会
計
の
予
算
総
額
は
平
成
23
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
２
億
５
８
７
４
万
７
千
円
（
０・

５
％
）
減
少
し
、
４
７
１
億
４
４
９
９
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳　出

特別・企業会計

※企業会計は、収益的支出と資本的支出の合計です。

歳　出
232 億 700 万円

特別・企業会計
239億3,799万4千円

民生費
81 億 397 万 6 千円

（34.9％）

衛生費
31 億 5,995 万 4 千円

（13.6％）

国民健康保険
（事業勘定）

83 億 4.450 万円

国民健康保険
（直診勘定）

867 万円

後期高齢者医療
5 億 8,440 万円

介護保険
54 億 3,780 万円

交通災害共済
1,794 万円

下水道
14 億 3,053 万円

特定環境保全公共下水道
7 億 5,096 万円

農業集落排水
2 億 9,592 万円

地方卸売市場
2,218 万円

水道事業
14 億 672 万 3 千円

病院事業
56 億 3,837 万 1 千円

特別会計
168 億 9,290 万円

企業会計
70 億 4,509 万 4 千円

公債費
27 億 844 万 9 千円

（11.7％）

教育費
27 億 760 万 9 千円

（11.7％）

総務費
24 億 4,805 万 5 千円

（10.5％）

土木費
19 億 6,793 万 3 千円

（8.5％）

農林水産業費
7 億 2,654 万 7 千円

（3.1％）

消防費
7 億 1,919 万 3 千円

（3.1％）

商工費
3 億 4,033 万円

（1.5％） 労働費
6,454 万 7 千円

（0.3％）

議会費
2 億 3,900 万 7 千円

（1.0％）

その他
2,140 万円（0.1％）

（ ）対前年度比

マイナス4.3％
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232 億 70
平成 24 年度一般

歳　入

歳　入
232 億 700 万円

市税の内訳
48億1,924万6千円

固定資産税
23 億 9,629 万 5 千円

（49.7％）

市民税
19 億 1,476 万 6 千円

（39.7％）

市たばこ税
3 億 6,000 万円

（7.5％）

軽自動車税
1 億 4,803 万 8 千円

（3.1％）

入湯税
14 万７千円
（0.0％）

市税
48 億 1,924 万 6 千円

（20.8％）

自主財源
32.4％

依存財源
67.6％

繰入金
1 億 7,795 万円（0.8％）

分担金および負担金
6 億 1,013 万 5 千円（2.6％）

使用料および手数料
3 億 8,491 万 7 千円（1.7％）

繰越金
1 億円（0.4％）

その他
14 億 2,843 万 7 千円（6.1％）

地方交付税
87 億 1,400 万円

（37.6％）

国庫支出金
25 億 7,189 万 7 千円

（11.1％）

県支出金
14 億 2,303 万円

（6.1％）

市債
21 億 2,130 万円

（9.1％）

その他
8 億 5,608 万 8 千円

（3.7％）
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《
基
本
姿
勢
》

　
「
参
画
と
協
働
に
よ
る
、

　
　
　

市
民
が
主
役
の

　
　
　
　
　

温
か
さ
の
伝
わ
る

　
　
　
　
　
　
　

市
政
の
実
現
」

《
施
策
の
基
本
方
針
》

①
豊
か
な
緑
と
き
れ
い
な
水
を
未

来
に
引
き
継
ぐ
ま
ち
づ
く
り

②
安
全
・
安
心
で
快
適
な
都
市
基

盤
が
整
っ
た
人
と
自
然
を
大
切

に
す
る
ま
ち
づ
く
り

③
思
い
や
り
と
温
か
さ
が
は
ぐ
く

む
健
康
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

④
歴
史
と
文
化
の
薫
り
が
暮
ら
し

を
彩
る
教
育
と
住
民
自
治
の
ま

ち
づ
く
り

⑤
恵
ま
れ
た
地
域
資
源
を
生
か
し

た
多
様
な
産
業
が
躍
進
す
る
ま

ち
づ
く
り

⑥
住
民
と
行
政
が
協
働
す
る
ま
ち

づ
く
り

⑦
健
全
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営

を
推
進
す
る
ま
ち
づ
く
り

議
会
費

◎
政
務
調
査
費
交
付
金

　

３
９
６
万
円

総
務
費

◎
ツ
ル
と
歴
史
の
ま
ち
応
援
基
金
積
立
金

　

３
０
１
万
８
千
円

◎
地
域
活
性
化
事
業
費（
新
幹
線
出
水

駅
蔵
之
元
港
間
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行

補
助
金
、
出
水
市
ふ
る
さ
と
育
成
塾

運
営
補
助
金
等
）

　

４
３
６
０
万
４
千
円

◎
定
住
促
進
事
業
費

　

１
９
０
４
万
５
千
円

◎
自
治
会
活
動
助
成
金

　

４
０
２
０
万
円

◎
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
置
事
業
補
助
金

　

１
６
２
０
万
円

◎
行
政
事
務
連
絡
関
係
費

　
（
広
報
用
放
送
施
設
設
置
補
助
金
等
）

　

８
１
９
６
万
５
千
円

◎
新
庁
舎
建
設
事
業
費

　

６
５
０
０
万
円

◎
防
犯
対
策
費

　

９
７
０
万
７
千
円

民
生
費

◎
児
童
手
当

　

９
億
９
０
０
０
万
円

◎
社
会
福
祉
協
議
会
等
補
助
金

　
（
社
会
福
祉
協
議
会
運
営
補
助
金
、

福
祉
活
動
専
門
員
設
置
補
助
金
等
）

　

６
８
７
１
万
６
千
円

◎
障
害
者
自
立
支
援
特
別
対
策
事
業
費

　

１
９
９
５
万
８
千
円

◎
敬
老
バ
ス
乗
車
券
交
付
事
業
費

　

４
２
０
万
円

◎
後
期
高
齢
者
は
り
・
き
ゅ
う
施
術
料

助
成
事
業
費

　

１
０
０
２
万
１
千
円

◎
小
規
模
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
補
助
金

　

１
１
０
万
６
千
円

衛
生
費

◎
病
院
事
業
営
業
運
転
資
金
貸
付
金

　

５
億
円

◎
病
院
事
業
繰
出
金　

　

７
億
２
８
１
７
万
２
千
円

◎
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
費

　

１
億
５
３
８
４
万
円

◎
ツ
ル
の
里
子
宝
お
祝
い
金
支
給
事
業
費

　

２
１
５
０
万
円

◎
妊
婦
健
康
診
査
お
よ
び
妊
婦
・
新
生

児
訪
問
事
業
費

　

４
９
６
４
万
３
千
円

◎
不
妊
治
療
助
成
事
業
費

　

３
０
０
万
円

◎
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
費

　

２
億
５
７
１
１
万
９
千
円

労
働
費

◎
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
費
補
助
金

　

２
４
１
４
万
円

◎
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
管
理
費

　

５
１
９
万
３
千
円

◎
地
域
雇
用
対
策
事
業
費

　

２
６
７
１
万
９
千
円

農
林
水
産
業
費

◎
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業
費

（
角
石
地
区
ほ
か
27
地
区
）

　

２
８
３
２
万
５
千
円

◎
来き

て
観み

て
体た

農の

自し

味み

交
流
事
業
費

　
（
修
学
旅
行
生
等
誘
致
奨
励
金
等
）

　

５
６
８
万
９
千
円

◎
基
幹
水
利
施
設
管
理
費

　

４
５
８
０
万
円

◎
森
林
環
境
保
全
直
接
支
援
事
業
費

　

１
７
５
２
万
２
千
円

商
工
費

◎
中
小
企
業
緊
急
支
援
利
子
補
給
金

　

５
６
８
１
万
１
千
円

◎
九
州
新
幹
線
全
線
開
業
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
事
業
負
担
金

　

１
０
０
万
円

◎
住
宅
建
築
等
工
事
促
進
事
業
費（
木

造
住
宅
新
増
改
築
補
助
金
）

　

４
５
０
０
万
円

土
木
費

◎
一
般
道
路
整
備
事
業
費

　

２
億
４
０
０
０
万
円

◎
道
路
維
持
補
修
費　

　

１
億
５
３
７
８
万
５
千
円

◎
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
事

業
費　

　

５
４
３
万
９
千
円

◎
公
園
管
理
費

　

４
５
２
８
万
５
千
円

◎
都
市
公
園
等
整
備
事
業
費

　

３
０
０
２
万
3
千
円

◎
出
水
駅
周
辺
都
市
計
画
施
設
管
理
費

　

１
１
０
０
万
１
千
円

◎
公
営
住
宅
建
設
補
助
事
業
費

　

２
億
７
７
０
９
万
円

◎
建
築
物
耐
震
改
修
促
進
事
業
費

　

１
２
０
万
円

消
防
費

◎
消
防
総
務
業
務
費（
救
急
救
命
士
薬

剤
投
与
講
習
、
県
消
防
学
校
初
任
科

研
修
旅
費
等
）

　

９
０
４
万
２
千
円

◎
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
シ
ス
テ
ム

整
備
事
業
費

　

７
０
６
万
８
千
円

◎
車
両
購
入
費（
第
８
分
団
１
号
車
部

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
、
第
６
分
団
第

２
部
小
型
動
力
ポ
ン
プ
）

　

１
９
６
６
万
６
千
円

教
育
費

◎
学
習
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
配
置
事
業

費（
西
出
水
小
学
校
、
米
ノ
津
東
小

学
校
、
高
尾
野
小
学
校
）

　

５
４
７
万
円

◎
小
学
校
校
舎
建
設
事
業
費（
高
尾
野

小
学
校
２
号
棟
お
よ
び
出
水
小
学
校

６
号
棟
改
築
設
計
・
地
質
調
査
委
託
）

　

４
６
０
０
万
円

◎
高
等
学
校
施
設
整
備
単
独
事
業
費

　
（
商
業
高
校
１
号
棟
耐
震
補
強
・
改

修
工
事
、
２
号
棟
耐
震
補
強
設
計
委

託
等
）

　

１
２
３
０
万
円

◎
公
民
館
整
備
事
業
補
助
金

　
（
自
治
公
民
館
整
備
事
業
等
）　　

４
５
５
万
円

◎
天
然
記
念
物
ツ
ル
食
害
対
策
事
業
費

　

５
９
３
０
万
５
千
円

◎
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
対
策
事
業
費

　

１
８
７
８
万
２
千
円

◎
特
定
地
域
鳥
獣
保
護
管
理
事
業
費

　

１
１
８
６
万
円

◎
体
育
振
興
費

　

２
１
４
７
万
１
千
円

◎
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
単
独

事
業
費

　

４
億
７
７
３
０
万
５
千
円

平

成

24
年

度

の

主

な

事

業
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市
で
は
、
平
成
20
年
に
創
設
さ

れ
た
国
の「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」

を
活
用
し
た
「
出
水
市
ツ
ル
と
歴

史
の
ま
ち
応
援
基
金
」
の
寄
付
金

を
、
主
に
本
市
出
身
の
県
外
在
住

の
皆
さ
ま
に
対
し
募
集
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
23
年
度
は

１
７
１
件
の
個
人
・
団
体
の
皆
さ

ま
か
ら
、
５
０
５
万
８
千
円
余

り
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
鹿
児
島
県
が
中
心
と

な
っ
て
募
集
し
て
い
る
「
か
ご
し

ま
県
応
援
寄
附
金
」
か
ら
の
配
分

金
、
運
用
利
子
等
を
含
め
総
額
で

６
３
５
万
２
千
円
の
積
み
立
て
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
報
告
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ご
賛
同

の
皆
さ
ま
を
始
め
寄
付
金
募
集
に

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
方
々
に
、

改
め
て
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

事
業
の
目
的
に
合
っ
た
寄
付
金

の
使
途
に
つ
い
て
は
、昨
年
度
は
、

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
医
療

機
器
購
入
費
に
一
部
を
充
て
た
ほ

か
、
市
制
５
周
年
記
念
の
郷
土
芸

能
大
会
映
像
記
録
事
業
費
に
充
て

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年

度
は
ツ
ル
と
歴
史
の
ま
ち
応
援
事

業
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
整
備
事

業
、
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
楽
器
整

備
事
業
、
観
光
牛
車
支
援
事
業
に

充
て
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
寄
付
金
は
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
親
戚
や
知
人

等
の
県
外
在
住
の
皆
さ
ま
に
、
国

の
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
を
活

用
し
た
本
市
へ
の
寄
付
に
つ
い
て

Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
た
だ
き
、
ご
賛
同

い
た
だ
け
る
方
々
を
紹
介
し
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
寄

付
に
必
要
な
書
類
は
、
企
画
政
策

課
か
ら
直
接
郵
送
し
ま
す
。な
お
、

寄
付
金
は
次
表
の
４
つ
の
事
業
か

ら
選
択
し
て
、
申
し
込
み
が
で
き

ま
す
。

「
出
水
市
ツ
ル
と
歴
史
の
ま
ち
応
援
基
金
」
の
報
告
と
寄
付
募
集
の
お
願
い

平
成
23
年
度
は
６
３
５
万
２
千
円
の
基
金
積
み
立
て
！

○
神
奈
川
県
川
崎
市　

山
口　

陸
男

○　
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐　

忠
守

○
神
奈
川
県
座
間
市　

田
中　

勝
之

○
出
水
市　
　
　

益
山
宏
規
・
綾
子

○
出
水
市　

　
　
　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
出
水

○
出
水
市

　
　

昭
和
一
六
年
出
水
小
学
校
卒
同

　
　

窓
会　

辰
巳
会

○
兵
庫
県
川
西
市　
　

小
野　

雅
裕

○
神
奈
川
県
相
模
原
市　

　
　
　
　
　
　
　
　

土
屋　

美
知
子

○
東
京
都
世
田
谷
区　

野
間
口　

至

○
神
奈
川
県
川
崎
市　

尾
郷　

良
幸

○
兵
庫
県
淡
路
市　
　

畠
田　

典
年

○
愛
媛
県
越
智
郡　
　

福
井　

敦
子

○
福
岡
市　
　
　
　
　

飯
牟
禮　

学

○
神
奈
川
県
海
老
名
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上　

通
行

○
東
京
都
新
宿
区　
　

窪
田　

勝

○
福
岡
市　
　
　

柏
木
重
人
・
和
子

○
横
浜
市　
　
　
　
　

竹
中　

範
雄

○
神
奈
川
県
平
塚
市　

仲
村　

昭
一

○
さ
い
た
ま
市　
　
　

川
内　

輝
夫

○
千
葉
県
船
橋
市　
　

杉
本　

正
名

○
兵
庫
県
三
木
市　
　

中
尾　

勲

○
福
岡
市　
　
　
　
　

川
添　

幸
一

○
大
阪
府
堺
市　
　
　

外
薗　

憲
造

○
東
京
都
小
金
井
市　

平
下　

康
雄

○
栃
木
県
足
利
市　
　

坂
原　

節
子

○
茨
城
県
那
珂
市　
　

吽
野　

清
子

○
大
阪
市　
　
　
　
　

犬
童　

幸
二

○
福
岡
県
春
日
市　
　

森　
　

可
成

○
東
京
都
東
久
留
米
市　

栗
木　

安

○　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田　

常
夫

○
東
京
都
昭
島
市

　
　
　
　
　
　
　

福
島
安
巳
・
幾
子

○
さ
い
た
ま
市　
　

姫
嶋　

ミ
ヤ
ノ

○
栃
木
県
足
利
市　
　

野
村　

綱
洋

○
東
京
都
板
橋
区　
　

野
中　

久

○
東
京
都
荒
川
区　
　

金
沢　

春
枝

○
千
葉
県
市
原
市　
　

東
郷　

茂
代

○
滋
賀
県
長
浜
市　
　

松
井　

盛
征

○
横
浜
市　
　
　
　
　

田
代　

貞
幸

○
東
京
都
東
村
山
市　

軸
薗　

勝
久

○
熊
本
市　
　
　
　
　

﨑
元　

達
郎

○
埼
玉
県
北
本
市　
　

今
川　

一
雄

○　
　
　
　
　
　
　
　

愛
甲　

藤
雄

○
東
京
都
世
田
谷
区　

武
本　

良
孝

○
大
阪
府
枚
方
市　
　

石
澤　

文
敏

○
神
奈
川
県
川
崎
市　

宮
川　

幸
男

○
東
京
都
世
田
谷
区　

東
園　

盛
男

○
兵
庫
県
尼
崎
市　
　

渡
邉　

秀
三

○
埼
玉
県
蕨
市　
　
　

髙
久　

昌
子

○
埼
玉
県
草
加
市　
　

児
島　

泰
夫

○
東
京
都
墨
田
区　
　

才
田　

喜
藏

○
東
京
都
八
王
子
市

　
　
　
　
　
　
　
　

清
水　

と
み
え

平
成
23
年
度
【
ツ
ル
と
歴
史
の
ま
ち
応
援
基
金
】
寄
付
者
紹
介

　

寄
付
者
の
う
ち
、
居
住
地
お
よ
び
氏
名
（
氏
名
の
み
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
の

み
を
含
む
）
の
公
表
を
了
解
さ
れ
た
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

【
寄
付
受
け
付
け
順
・
敬
称
略
】
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★
寄
付
の
特
典
★

　

県
外
の
寄
付
者
に
は
、１
年
間
、

市
の
広
報
紙
等
を
発
送
し
、
出
水

市
の
情
報
提
供
を
す
る
ほ
か
、「
か

ご
し
ま
応
援
者
」
と
し
て
、
県
内

各
施
設
の
入
場
割
引
等
の
特
典
が

あ
り
ま
す
。

書
類
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
企
画
政
策
課

企
画
調
整
・
男
女
共
同
参
画
係

（
☎
�
４
０
３
３
）

○
福
岡
市　
　

㈱
松
村
電
機
製
作
所

○
横
浜
市　
　
　
　
　

山
井　

志
朗

○　
　
　
　
　
　
　
　

関　
　

洋
子

○
神
奈
川
県
川
崎
市　
　
　

Ｔ
・
Ｋ

○
千
葉
県
市
原
市　
　

本
田　

義
信

○
兵
庫
県
川
西
市　
　

外
園　

英
治

○
東
京
都
町
田
市　
　

溝
口　

重
行

○　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｓ
・
Ｏ

○
千
葉
県
東
金
市　
　

先
崎　

龍
雄

○
東
京
都
目
黒
区　

浦
辺　

美
代
子

○
神
戸
市　
　
　
　

松
田　

み
つ
子

○
神
奈
川
県
藤
沢
市　

松
﨑　

正
利

○
大
阪
府
高
石
市　
　

巽　
　

チ
エ

○
大
阪
府
吹
田
市　
　
　
　

Ｓ
・
Ｔ

○
千
葉
県
松
戸
市　
　

大
石　

悟

○
福
岡
市　
　
　
　
　

肥
本　

義
和

○
さ
い
た
ま
市　
　
　
　
　

Ｙ
・
Ｈ

○
横
浜
市　
　
　
　
　

藤
野　

勉

○
兵
庫
県
加
古
川
市　

池
田　

十
藏

○
大
阪
府
箕
面
市　
　

松
永　

靖
子

○　
　
　
　
　
　
　
　

高
松　

義
悌

○
千
葉
県
市
川
市

　
　
　
　
　
　
　

新
冨
昭
則
・
友
枝

○
東
京
都
府
中
市　
　

中
村　

滋

○
千
葉
県
八
千
代
市　

向
井　

逸
子

○
東
京
都
北
区　
　
　

伊
福　

正
明

○
東
京
都
板
橋
区　
　

原
口　

良
則

○　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
・
Ｔ

○
横
浜
市　
　
　
　
　

境
田　

勝

○
兵
庫
県
芦
屋
市　
　

中
島　

理
晴

○
大
阪
府
茨
木
市　
　
　
　

Ｔ
・
Ｎ

○
大
阪
府
寝
屋
川
市　

西
池　

俊
一

○
福
岡
県
福
津
市　
　

岐
部　

善
治

○
大
津
市　
　
　
　
　

小
野　

一
也

○　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｋ
・
Ｅ

○
神
戸
市　
　
　
　
　

若
井　

和
子

○
東
京
都
練
馬
区　
　

宮
路　

貞
孝

○
大
阪
府
堺
市　
　
　

白
木
川　

櫻

○
兵
庫
県
西
宮
市　
　
　
　

Ｋ
・
Ｔ

○
横
浜
市　
　
　
　
　

金
子　

英
男

○
東
京
都
江
東
区　
　

松
浦　

昭
則

○
横
浜
市　
　
　
　

古
川
園　

龍
藏

○
大
津
市　
　
　
　

木
之
下　

正
彦

○
兵
庫
県
宝
塚
市　
　

尾
籠　

透

○
愛
知
県
刈
谷
市　

御
所
園　

輝
雄

○　
　
　
　
　
　
　
　

前
田　

稔

○
大
阪
府
羽
曳
野
市　

古
川　

利
浩

○
京
都
府
京
田
辺
市

　
　
　
　
　
　
　
　

榎
本　

比
呂
志

○
神
戸
市　
　
　
　

星
野　

カ
ツ
ヨ

○
大
阪
府
八
尾
市　

田
之
畑
富
美
江

○
埼
玉
県
川
越
市　

松
ヶ
角　

悠
司

○
東
京
都
東
村
山
市　

徳
田　

清
信

【
平
成
24
年
３
月
31
日
現
在
】

　

平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
出
水
市
に
次
の

方
々
か
ら
ご
寄
付
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

浄
財
を
ご
寄
付
し
て
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

出
水
市
へ
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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補
助
対
象
者

自
ら
居
住
す
る
出
水
市
内
の
既

存
住
宅
ま
た
は
新
築
住
宅
に
、

太
陽
光
発
電
普
及
拡
大
セ
ン
タ

ー
（
以
下
「
Ｊ
－
Ｐ
Ｅ
Ｃ
」
と

い
う
）
が
実
施
す
る
「
住
宅
用

太
陽
光
発
電
導
入
支
援
復
興
対

策
費
補
助
金
」
の
対
象
と
な
る

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置

さ
れ
る
方
、
ま
た
は
当
該
発
電

シ
ス
テ
ム
を
設
置
済
み
の
建
売

住
宅
を
購
入
さ
れ
る
方
で
、
市

税
を
滞
納
さ
れ
て
い
な
い
方

※
市
の
補
助
金
は
Ｊ
－
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の

補
助
を
受
け
ら
れ
る
方
が
対
象

と
な
り
、
Ｊ
－
Ｐ
Ｅ
Ｃ
へ
の
補

助
金
申
請
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

補
助
金
額

Ｊ
－
Ｐ
Ｅ
Ｃ
へ
の
申
請
が

　
　

平
成
24
年
度
の
場
合

○
出
水
市
内
に
本
社
（
本
店
）、
支

社
（
支
店
）、
営
業
所
等
を
置

く
事
業
者
が
発
電
シ
ス
テ
ム
を

設
置
す
る
場
合
は
、
太
陽
電
池

モ
ジ
ュ
ー
ル
の
公
称
最
大
出
力

値
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
３
万

円
。
た
だ
し
、
限
度
額
９
万
円

○
前
記
以
外
の
事
業
者
が
発
電
シ

ス
テ
ム
を
設
置
す
る
場
合
は
、

太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
公
称

最
大
出
力
値
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当

　

今
年
も
、『
出
水
市
交
通
災
害

共
済
』
の
切
り
替
え
時
期
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
共
済
は
、
１
人
当

た
り
年
額
３
６
０
円
と
い
う
安
い

会
費
で
、
交
通
事
故
で
死
傷
し
た

と
き
に
見
舞
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
市
民
相
互
の
助
け
合
い

の
制
度
で
す
。

　

も
し
も
の
と
き
の
た
め
に
、
家

族
そ
ろ
っ
て
の
加
入
を
お
勧
め
し

ま
す
。

加
入
で
き
る
方

①
出
水
市
に
居
住
し
、
住
民
登
録

ま
た
は
外
国
人
登
録
さ
れ
て
い

る
方

②
市
外
に
居
住
す
る
学
生
で
、
保

護
者
が
①
に
該
当
す
る
方

③
季
節
的
な
労
働
に
従
事
し
、
市

　

外
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方
で
①

　

の
方

共
済
有
効
期
間

平
成
24
年
７
月
１
日
～
平
成
25

年
６
月
30
日

※
７
月
１
日
以
降
の
申
込
者
は
、

会
費
納
入
日
の
翌
日
か
ら
有
効

対
象
と
な
る
交
通
事
故

自
動
車
、
二
輪
車
、
電
動
カ
ー

ト
等
に
よ
る
人
身
事
故
お
よ
び

自
損
事
故

共
済
の
内
容

○
死
亡
見
舞
金　

１
０
０
万
円

（
遺
児
加
算
20
万
円
／
人
）

○
傷
害
見
舞
金　

基
本
額
１
万
円

　

入
院
１
０
０
０
円
／
日　
　

通
院
８
０
０
円
／
日

（
治
療
を
受
け
た
実
日
数
が
５

日
以
上
を
要
し
た
も
の
を
対
象

と
し
、
傷
害
見
舞
金
の
支
給
限

度
額
は
16
万
円
で
す
。）

申
込
方
法

平
成
24
年
度
の
加
入
申
込
書
は

各
戸
に
配
布
し
て
あ
り
ま
す
。

各
自
治
会
の
取
り
ま
と
め
方
法

に
従
っ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。個
別
に
申
し
込
む
場
合
は
、

申
込
書
に
記
載
の
納
付
場
所
で

会
費
（
１
人
３
６
０
円
）
を
添

え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
加
入
し
よ
う
！

出 

水 

市 

交 

通 

災 

害 
共 
済

な
お
、
申
込
書
は
、
本
庁
総
務

課
安
全
安
心
推
進
室
、
高
尾
野

支
所
地
域
振
興
室
、
野
田
支
所

地
域
振
興
室
に
も
準
備
し
て
あ

り
ま
す
。
申
込
書
の
裏
面
に
掲

載
し
て
あ
る
「
注
意
事
項
」
と

「
出
水
市
交
通
災
害
共
済
に
つ

い
て
」
を
よ
く
読
ん
で
か
ら
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
務
課
安
全
安
心
推
進
室

（
☎
�
０
１
６
３
）

　

高
尾
野
支
所
地
域
振
興
室

（
☎
�
５
４
０
０
）

　

野
田
支
所
地
域
振
興

（
☎
�
４
８
１
０
）

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
置
事
業

補
助
金
の
申
請
を
受
け
付
け
中

た
り
２
万
円
。
た
だ
し
、
限
度

額
６
万
円

Ｊ
－
Ｐ
Ｅ
Ｃ
へ
の
申
請
が

　
　

平
成
23
年
度
の
場
合

太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
公
称

最
大
出
力
値
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当

た
り
２
万
５
千
円
。
た
だ
し
、

限
度
額
７
万
５
千
円

補
助
申
請
期
限

　

平
成
25
年
３
月
29
日

※
予
算
を
超
え
る
申
請
が
あ
っ
た

場
合
は
、
そ
の
時
点
で
終
了
し

ま
す
。

補
助
申
請
方
法

必
ず
設
置
工
事
前
に
申
請
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
！

市
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
置
事

業
補
助
金
交
付
申
請
書
に
、
次

の
書
類
を
添
え
て
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

○
Ｊ
－
Ｐ
Ｅ
Ｃ
へ
の
補
助
金
申
込

書
の
写
し

○
Ｊ
－
Ｐ
Ｅ
Ｃ
か
ら
の
補
助
金
申

込
受
理
決
定
通
知
書
の
写
し

○
経
費
の
内
訳
が
明
記
さ
れ
て
い

る
工
事
請
負
契
約
書
ま
た
は
見

積
書
の
写
し
、
建
売
住
宅
購
入

の
場
合
は
売
買
契
約
書
の
写
し

○
Ｊ
－
Ｐ
Ｅ
Ｃ
お
よ
び
関
係
事
業

者
に
対
し
て
照
会
を
行
う
こ
と

の
承
諾
書

○
納
税
に
関
す
る
証
明
願
（
税
務

課
等
で
証
明
を
受
け
た
も
の
）

※
補
助
金
申
請
か
ら
実
績
報
告
ま

で
、
市
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設

置
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
に
基

づ
い
て
、
手
続
き
を
進
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。

補
助
の
決
定

市
民
生
活
課
で
申
請
書
を
受
け

付
け
、
そ
の
内
容
を
審
査
し
、

適
当
と
認
め
る
と
き
は
予
算
の

範
囲
内
で
補
助
金
の
交
付
決
定

を
し
、
補
助
金
交
付
決
定
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
。

※
予
算
を
超
え
る
場
合
な
ど
、
補

助
金
の
交
付
決
定
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

（
☎
�
４
０
４
２
）

６月１日（金）～７日（木）は、第５４回水道週間です。
　
平成２４年度スローガン

「さあ今日も　水と元気が　蛇口から」
　　
　水道は、私たちが安心して暮らすために欠かせないも
のとなっています。
　水は地球の宝物、大切に使いましょう。
問い合わせ先　本庁水道課業務係（☎ 63 － 4082）
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市
で
は
、
生
活
環
境
の
向
上
を

図
る
た
め
に
、
地
域
住
民
が
共
同

で
行
う
道
路
や
水
路
の
整
備
に
対

し
て
、
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

整
備
を
希
望
さ
れ
る
と
こ
ろ

は
、
地
域
の
受
益
者
負
担
や
労
力

等
を
伴
い
ま
す
の
で
、
地
域
関
係

者
の
合
意
の
も
と
自
治
会
長
名
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
25
年
度
事
業
と
な
り
ま
す
。

事
業
名

里
道
等
整
備
補
助
金
交
付
事
業

助
成
内
容

補
助
対
象
経
費
の
75
％
の
補
助

金
交
付

申
込
期
限　

９
月
28
日
（
金
）

対
　
象	

○
道　

路	

①
現
に
交
通
の
用
に
供
さ
れ
て
い

る
里
道
ま
た
は
私
道
で
あ
る
こ

と
（
た
だ
し
、
袋
小
路
の
私
道

は
対
象
外
）

②
関
係
者
の
総
意
を
も
っ
て
整
備

の
要
望
が
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

③
宅
地
開
発
に
お
い
て
整
備
さ
れ

た
私
道
に
つ
い
て
は
、
整
備
後

20
年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ

と
。

④
次
の
条
件
を
満
た
す
道
路
で
あ

る
こ
と
。

幅
員　

１
・
５
ｍ
以
上
（
拡
幅

し
て
１
・
５
ｍ
以
上
に
な
る
も

の
を
含
む
）

沿
線
に
２
戸
以
上
の
人
家
が
あ

る
こ
と
。

整
備
延
長
30
ｍ
以
上

○
水　

路

公
有
財
産
の
水
路
お
よ
び
こ
れ

と
一
体
と
な
っ
た
水
路
で
あ
る

こ
と
。

※
交
付
基
準
等
に
よ
り
助
成
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
道
路
河
川
課

（
☎
�
４
０
６
９
）

高
尾
野
支
所
産
業
建
設
課
建
設

グ
ル
ー
プ
（
☎
�
５
４
２
８
）

野
田
支
所
産
業
建
設
課
建
設
グ

ル
ー
プ
（
☎
�
４
８
１
８
）

身
近
な
道
路
や
水
路
を
、

　
　

地
域
の
み
な
さ
ん
で
整
備
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

放送大学 10 月生募集中
　テレビやインターネットを通し
て授業を行う通信制の大学です。
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・
自然科学など、幅広い分野を学べ
ます。
出願期間　６月 15 日～８月 31 日
申込・問い合わせ先
　放送大学鹿児島学習センター
　（☎ 099 － 239 － 3811）

封筒に広告を載せてみませんか 
 
市役所からは年間を通じてさまざまな多くの文書を発送し 
ており、この文書発送に使用する封筒は、市内外を問わず企業・団体や個人など多くの方の

目に触れることになります。 
この市役所文書発送用の封筒を企業・団体等の宣伝広告にぜひお役立てください。 

今回は、封筒広告についての見直しを行い、広告料を引き下げるとともに、広告枠数をこれまでの２
倍に増やしました（広告枠は半分の大きさに）。 

※１ この広告入り封筒は、随時使用し、おおむね１年間で使い切ることを前提に作成しますが、１年以内で使い
切ることを確約するものではありません。 

※２ 掲載枠の位置の指定はできません。 
※３ 複数枠を利用することができます。（この場合、広告料は  １枠の料金  ×  枠数 となります。） 
 
○ 申込方法  電話、ＦＡＸ、郵送、Ｅメール等でお申し込みください。 

その後、作成された広告データをＥメールで提出していただきます。 

○ 応募期限  ６月25日（月）午後５時（必着） 

○ 掲載の決定 

広告の内容を審査し、掲載が適当と認められる申 

込者の中から、市内に店舗・営業所等を有する方を 

優先し、先着順とします。 

○ 申込・問い合わせ先 

  本庁総務課行政法務係（☎63－4034 ＦＡＸ63－0680） 

Eﾒｰﾙ：somuka_c@city.izumi.kagoshima.jp 

 

封筒の種別 
広告掲載枚数 

（封筒作成枚数）※１ 
募集枠 

※２

広告の大きさ・色 
 ※３ 

広告１枠の料金 
（消費税込み） 

角２封筒 
（大封筒） 40,000 枚 ８枠 縦６ × 横 10 ㎝ 

・白地に紺色 
35,000 円 

（旧 95,000 円） 

長３封筒 
（中封筒） 

60,000 枚 ４枠 縦４．８ × 横９ ㎝ 
・白地に紺色 

40,000 円 
（旧 100,000 円） 

広告募集 

実際の広告は、白地に紺色のモノク

ロ印刷（濃淡あり）となります。 

 

 
 

◆ この封筒は、広告主の御協力により作成されています。
◆

有料広告 

３５，０００円 

募集中！ 

クレインパークいずみ 

九州新幹線全線開業

☎

中封筒（裏面）

イメージ

大封筒（裏面）

イメージ
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鹿
児
島
県
知
事
選
挙
が
、
６
月

21
日
（
木
）
に
告
示
さ
れ
、
７
月

８
日
（
日
）
に
投
開
票
の
日
程
で

行
わ
れ
ま
す
。
県
政
の
リ
ー
ダ
ー

を
選
ぶ
大
事
な
選
挙
で
す
。
棄
権

す
る
こ
と
な
く
必
ず
投
票
し
ま
し

ょ
う
。

【
投
票
で
き
る
人
】

平
成
４
年
７
月
９
日
以
前
の
出

生
者
で
、
今
年
の
３
月
20
日
以

前
か
ら
引
き
続
き
本
市
に
居
住

し
、
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
お

よ
び
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
。

※
本
年
３
月
21
日
以
降
に
県
内
の

他
の
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た

人
は
、
前
住
所
地
で
投
票
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
不

在
者
投
票
は
本
市
で
で
き
ま
す

が
、
事
前
に
手
続
き
が
必
要
で

す
。

【
投
　
票
】　

市
内
33
カ
所
の
投
票
所
で
、
午

前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で

（
上
場
小
学
校
と
丸
塚
自
治
公

民
館
は
午
後
６
時
ま
で
）

【
期
日
前
投
票
】　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
等
で
投

票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。

期
　
間　

６
月
22
日
（
金
）
～
７

月
７
日
（
土
）

時
　
間　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

場
　
所　

中
央
公
民
館　

小
ホ
ー
ル

　

高
尾
野
支
所　

１
階
会
議
室

　

野
田
支
所　
　

１
階
会
議
室

【
投
票
所
入
場
券
】

投
票
所
入
場
券
は
、
世
帯
主
宛

に
郵
送
さ
れ
ま
す
。
１
枚
の
ハ

ガ
キ
で
３
人
分
の
入
場
券
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
各
自
切
り

離
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な

お
、
こ
の
投
票
所
入
場
券
が
な

く
て
も
、
住
民
基
本
台
帳
に
記

録
お
よ
び
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
は
投
票
で
き
ま

す
。

【
開
　
票
】　

高
尾
野
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
で
即
日
開
票
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　　
　
　
　
　

高
尾
野
支
所
選
挙
管
理
委
員
会

　
（
☎
�
５
４
０
３
）

鹿
児
島
県
知
事
選
挙
投
票
日

７月８日

２０１２年 夏祭りいずみ 

 
７月 28 日(土)・29 日(日)開催 

★イベントの参加者を募集！！★ 
２０１２年 夏祭りいずみ「鶴翔祭」では、次のイベントを計画しています。 
市民参加型の祭りですので、年齢や性別は問いません。職場や各種団体、 

その他いろいろなグループを作り、ぜひご参加ください。 

※前回申し込みいただいた団体には、参加申込書をお送りします。 
※イベントによって申し込み先が異なりますのでご注意ください。 

 
写真 
 
 

写真 写真 

▲みこしパレード        ▲みこし担ぎ競争         ▲市民総踊り大会 

フリーマーケット我
が

 楽
ら く

 多
た

 市
い ち

 
≪出 店 者 募 集≫ 

家庭に眠っている不用な衣類、雑貨、贈答品など（食料品や危険物は除く）を自分たちで販売してみませんか。

なお、参加料・販売手数料は必要ありません。 
日  時  ７月29日（日）午後４時～同７時 
場  所  市総合運動公園芝生広場 
参加資格  代表者が出水市在住の方で18歳以上（高校生は除く）の個人   

またはグループで、会場準備、後片付けに参加できる方。ただ   
し、リサイクル業者の方はご遠慮ください。 

締切日   ６月29日（金） 
申込方法  観光交流課にご連絡ください。詳しい資料、申込用紙を送付し 

ます。※申込多数の場合は、抽選になります。 
申込・問い合わせ先  本庁観光交流課（☎６３－４０６１ ） 

日 時 場   所 イベント名 申込・問い合わせ先 
仮装パレード 

みこしパレード 
本庁観光交流課 
☎６３－４０６１ 

みこし担ぎ競争 
７月28日(土) 

本町通り 
歩行者天国 

市民総踊り大会 

（一社）出水市観光協会 
（出水駅観光特産品館「飛来里」内） 
☎７９－３０３０ 

 

申込期限 ６月29日（金）

☎

☎

家庭に眠っている不用な衣類、雑貨、贈答品など（食料品や危険物は除く）を自分たちで販売してみま
せんか。なお、参加料・販売手数料は必要ありません。
日　　時　　７月29日（日）　午後４時～同７時
場　　所　　市総合運動公園芝生広場
参加資格　　代表者が出水市在住の方で18歳以上（高校生は除く）の個人また

はグループで、会場準備、後片付けに参加できる方。ただし、
リサイクル業者の方はご遠慮ください。

締切日　　　６月29日（金）
申込方法　　観光交流課にご連絡ください。詳しい資料、申込用紙を送付し
　　　　　　ます。※申込多数の場合は、抽選になります。
申込・問い合わせ先　　本庁観光交流課（☎６３－４０６１ ）

第２回浴衣美人コンテスト
日　時　　７月29日（日）
場　所　　市総合運動公園芝生広場
対　象　　女性（幼児・小学生・中高生・社会人

の部）各15人
※自薦・他薦は問いません、各部門とも定員にな
り次第終了します。
☆優勝・準優勝には豪華景品があります。参加賞・
特別賞もあります。☆
申込・問い合わせ先
　出水商工会議所青年部　担当:本蔵・矢野
　（☎６２－１３３７　ＦＡＸ６３－０５５２）
　Ｅｍａｉｌ　yeg@izumi-cci.or.jp

フリーマーケット我
が

楽
ら く

多
た

市
い ち

《出　店　者　募　集》

▲みこしパレード ▲みこし担ぎ競争 ▲仮装パレード▲市民総踊り大会
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今
春
４
月
１
日
よ
り
副
院
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
大
学
病
院
光
学
医
療
診
療
部
よ
り
異
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
就
任

早
々
、
出
水
の
方
々
の
あ
た
た
か
い
人
柄
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
気
持
ち

の
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
は
医
師
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

４
月
よ
り
私
も
含
め
常
勤
内
科
医
６
人
が
増
員
と
な
り
、
よ
り
良
い
医
療
が
提
供

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
増
員
に
よ
り
期
待
と
注
目

も
集
ま
っ
て
お
り
、
大
変
な
責
任
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

永
田
事
業
管
理
者
、
瀬
戸
院
長
、
吉
井
副
院
長
お
よ
び
花
田
副
院
長
を
は
じ
め
、

職
員
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
一
生
懸
命
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
同
時
に
消
化
器
疾
患
セ
ン
タ
ー
長
に
も
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

昨
年
６
月
に
二
宮
先
生
が
消
化
器
内
科
を
立
ち
上
げ
ら
れ
、
出
水
地
区
の
消
化

器
診
療
が
充
実
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
迅
速
か
つ
適
切
な
診
断
・
治
療

を
提
供
で
き
る
よ
う
内
科
と
外
科
が
一
体
と
な
っ
た
消
化
器
疾
患
セ
ン
タ
ー
を
開

設
い
た
し
ま
し
た
。

　

消
化
器
内
科
の
田
ノ
上
部
長
、
田
淵
先
生
、
上
田
先
生
、
外
科
の
花
田
副
院
長
、

岡
村
部
長
お
よ
び
川
田
医
長
と
共
に
消
化
器
疾
患
の
早
期
発
見
・
治
療
か
ら
緩
和

ケ
ア
に
い
た
る
ま
で
、
総
合
的
な
消
化
器
診
療
を
目
指
し
ま
す
。

　

開
設
に
伴
い
最
先
端
の
内
視
鏡
機
器
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
消
化
管
癌
の
早
期

発
見
に
威
力
を
発
揮
す
る
特
殊
光
を
用
い
た
内
視
鏡
（
Ｎ
Ｂ
Ｉ
内
視
鏡
、
Ｆ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
内
視
鏡
）
や
、
今
ま
で
困
難
で
あ
っ
た
小
腸
疾
患
の
診
断
・
治
療
を
可
能
に
す

る
小
腸
ダ
ブ
ル
バ
ル
ー
ン
内
視
鏡
も
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
超
音
波
診
断
装
置
や
Ｘ

線
透
視
撮
影
装
置
も
最
新
鋭
の
も
の
と
な
り
、
今
ま
で
以
上
に
高
度
な
消
化
器
診

療
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
の
ご
意
見
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
当
セ
ン
タ
ー
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
何
卒
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

～就任のご挨拶～

副院長
( 消化器疾患センター長 )
　　　　　

　嵜
さきやま

山　敏
と し お

男

出水総合医療センター
新任医師のご挨拶と紹介

新任の常勤の先生方

消化器内科科部長
　田

た の う え

ノ上　史
しろう

郎　先生
（前任地　鹿児島大学病院）

腎臓内科科部長　
　米

め ら

良　久
く み こ

美子　先生
（前任地　鹿児島大学病院）

消化器内科　
　上

かんだ

田　紘
ひろこ

子　先生
（前任地　鹿児島大学病院）

循環器内科　
　權

ごんどう

藤　公
こうき

樹　先生
（前任地　福岡大学病院）

消化器内科　
　田

たぶち

淵　雅
まさひろ

裕　先生
（前任地　鹿児島医療センター）

新任の非常勤の先生方

※
担
当
医
師
が
学
会
や
出
張
等
で
不
在
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

　

予
約
の
必
要
な
診
療
科
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
地
域
医
療
連
携
室

（
☎
�
１
６
１
１
）

たけし

まこと

たくみ

よう　すけ

いく　よ
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環
境
省
で
は
、
水
俣
病
被
害
者
救
済
の
給
付
申
請
受
け
付
け
を
平
成
24

年
７
月
31
日
で
締
め
切
る
こ
と
を
決
定
し
、
締
切
日
が
間
近
と
な
っ
て
い

ま
す
。
給
付
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、早
め
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
請
書
類
は
、
本
庁
健
康
増
進
課
お
よ
び
各
支
所
市
民
福
祉
課
に
置
い

て
あ
り
ま
す
。

給
付
内
容

一
時
金
、
療
養
手
当
、
療
養
費
（
医
療
費
の
自
己
負
担
分
）

※
亡
く
な
ら
れ
た
方
に
つ
い
て
の
受
け
付
け
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
（
過
去
の
認
定
審
査
会
の
提
出
資
料
そ
の
他
公
的
な
診
断
に
よ
る
資
料

が
あ
る
方
）

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※
県
外
に
お
住
ま
い
の
ご
家
族
、ご
親
戚
の
方
に
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
環
境
林
務
課
（
☎
０
９
９
－
２
８
６
－
２
５
８
４
）

　

本
庁
健
康
増
進
課
内
水
俣
病
相
談
窓
口

　
（
☎
�
２
１
１
１　

内
線
１
７
３
）

こ
ん
な
症
状
あ
り
ま
せ
ん
か
？

○
全
身
性
の
感
覚
障
害
　
○
四
肢
末
梢
優
位
の
触
覚
ま
た

は
痛
覚
の
感
覚
障
害
　
○
四
肢
末
梢
優
位
の
感
覚
障
害
　

○
口
周
囲
の
触
覚
も
し
く
は
痛
覚
の
感
覚
障
害
　
○
し
び

れ
　
○
ふ
る
え
　
○
カ
ラ
ス
曲
り
（
こ
む
ら
返
り
・
け
い

れ
ん
・
足
が
つ
る
）　
○
見
え
る
範
囲
が
狭
い
　
○
は
っ

き
り
見
え
な
い
　
○
耳
が
遠
い
　
○
耳
鳴
り

○
味
覚
・
臭
覚
の
異
常
　
○
言
葉
を
正
確
に
発
せ
な
い
　

○
立
ち
眩
み
　
○
つ
ま
ず
き
や
す
い
　
○
物
を
落
と
し
や

す
い
　
○
目
眩
い
　
○
ふ
ら
つ
く
　
○
手
足
の
脱
力
感

水
俣
病
被
害
者
救
済

　
給
付
申
請
の
受
付
締
切
日
が
間
近

催
　
　
　
し

催
　
　
　
し

危
険
物
安
全
週
間
推
進
大
会

歯
の
衛
生
週
間
行
事

【博物館講座２】
野鳥カービング
　
　木片に彫刻をして、か
わいい小鳥の飾りを作っ
てみませんか。

日　時　　６月 17 日（日）　午後１時 30 分～同３時 30 分
場　所　　クレインパークいずみ実験室
対　象　　小学生以上
　　　　　※小学 3年生以下は保護者同伴
定　員　　20 人
材料費　　200 円
申込方法　電話でお申し込みください。
問い合わせ先
　出水市ツル博物館　クレインパークいずみ（☎６３－８９１５）

平
成
24
年
度
推
進
標
語

「
危
険
物　

め
ざ
せ
完
封　

ゼ
ロ

災
害
」

　

６
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
は
、

「
危
険
物
安
全
週
間
」
で
す
。

　

出
水
市
危
険
物
安
全
協
会
で

は
、
こ
の
週
間
に
合
わ
せ
て
危
険

物
安
全
週
間
推
進
大
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

参
加
者
に
は
、
も
れ
な
く
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
準
備
し
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
奮
っ
て
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

日
　
時　

６
月
２
日
（
土
）

午
後
３
時
～
同
４
時

場
　
所

高
尾
野
き
ら
め
き
ド
ー
ム

内
　
容

ゲ
ー
ム
、
推
進
標
語
の
唱
和
お

よ
び
抽
選
会

定
　
員　

先
着
２
０
０
人

参
加
料　

無　

料

問
い
合
わ
せ
先

出
水
市
消
防
本
部
予
防
課
危
険

物
係
（
☎
�
０
１
１
９
）

　

６
月
４
日
か
ら
の
「
歯
の
衛
生

週
間
行
事
」
と
し
て
地
区
小
・
中

合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

☆
優
秀
者
表
彰
式
無
料
歯
科
検
診
☆

日
　
時

６
月
２
日
（
土
）

午
後
２
時
～
同
４
時

場
　
所

プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
出
水
店

問
い
合
わ
せ
先

出
水
郡
歯
科
医
師
会

（
☎
�
１
２
６
６
）

学
校
児
童
生
徒
に
よ
る
図
画
・
ポ

ス
タ
ー
展
な
ら
び
に
優
秀
者
表
彰

式
お
よ
び
無
料
歯
科
検
診
を
実
施

し
ま
す
。

☆
図
画
ポ
ス
タ
ー
展
☆

展
示
期
間

６
月
１
日（
金
）～
同
10
日（
日
）

展
示
場
所

プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
出
水
店

ト
ゥ
モ
ロ
ウ
高
尾
野
店

Ａ
コ
ー
プ
鹿
児
島
野
田
店

※
展
示
期
間
お
よ
び
場
所
は
、
都

対
象
と
な
る
学
校
、奨
学
金
月
額
、

募
集
期
限
等
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募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

出
水
市
食
生
活
改
善
推
進
員

（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）
養
成
講

座
受
講
生
を
募
集

草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

富士山・青少年国際交流キャンプ

　　　　　　　　　に参加しよう

問い合わせ先　
　文科省所管財団法人　国際青少

　年研修協会
（☎０３－６４５９－４６６１）
URL	　http://www.kskk.or.jp/

交
通
遺
児
育
英
会
奨
学
生
を

募
集

障
害
者
委
託
訓
練
生
を
募
集

　

健
康
や
栄
養
に
関
す
る
講
義
、

調
理
実
習
・
運
動
な
ど
を
通
し
て
、

自
分
自
身
や
家
族
の
食
生
活
の
問

題
を
把
握
し
、
そ
の
改
善
方
法
を

一
緒
に
考
え
な
が
ら
基
礎
知
識
を

楽
し
く
学
び
ま
す
。

開
催
時
期

　

８
月
～
３
月

（
お
お
む
ね
月
１
回
で
８
回
コ

ー
ス
）

会
　
場　

出
水
保
健
セ
ン
タ
ー
等

対
象
者

○
市
内
在
住
で
、
食
生
活
や
地
域

の
健
康
づ
く
り
活
動
に
関
心
の

あ
る
65
歳
未
満
の
方
（
男
女
問

い
ま
せ
ん
）

○
受
講
後「
食
生
活
改
善
推
進
員
」

と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
で
き
る
方

募
集
人
員
　
先
着
30
人

費
　
用　

調
理
実
習
時
３
０
０
円
程
度

募
集
期
限　

６
月
29
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
２
１
４
３
）

　

出
水
市
み
ど
り
推
進
協
議
会
で

は
、
水
源
の
森
づ
く
り
の
た
め
、

草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時　

６
月
17
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
同
11
時

※
小
雨
決
行

場
　
所　

東
光
山
公
園

対
象
者　

小
学
生
以
上

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

募
集
人
員　

１
０
０
人
程
度

申
込
期
限　

６
月
12
日
（
火
）

※
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
な
る

　

べ
く
乗
り
合
わ
せ
て
お
越
し
く

　

だ
さ
い
。
ま
た
、
参
加
者
に
は

　

軽
食
を
準
備
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
農
林
水
産
課
林
務
水
産
係

（
☎
�
４
０
５
７
）

　

公
益
財
団
法
人
交
通
遺
児
育
英

会
で
は
、
平
成
24
年
度
の
奨
学
生

を
募
集
し
ま
す
。

　

奨
学
生
募
集
に
は
、
進
学
前
に

奨
学
金
の
貸
与
を
予
約
す
る
予
約

募
集
と
、
進
学
後
に
申
し
込
む
在

学
募
集
が
あ
り
ま
す
。

応
募
資
格

保
護
者
等
が
自
動
車
事
故
や
踏

切
事
故
な
ど
、
道
路
に
お
け
る

交
通
事
故
で
死
亡
し
た
り
、
重

い
後
遺
障
害
の
た
め
に
働
け

ず
、
経
済
的
に
修
学
が
困
難
な

生
徒
・
学
生
で
あ
る
こ
と
。（
申

込
時
29
歳
ま
で
の
方
）

対
象
と
な
る
学
校
、奨
学
金
月
額
、

募
集
期
限
等

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

（
☎
�
４
０
７
８
）

し
た
訓
練
）

○
ワ
ー
プ
ロ
（
ワ
ー
ド
）
初
級
程

　

度
○
表
計
算
（
エ
ク
セ
ル
）
初
級
程

　

度
○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
Ｅ
メ
ー
ル

、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

訓
練
期
間

７
月
４
日
（
水
）
～
９
月
26
日

（
水
）

※
土
日
、
祝
日
、
お
盆
は
休
み

訓
練
時
間　

午
前
９
時
10
分
～
午

後
３
時
50
分

訓
練
場
所　

職
業
訓
練
法
人　

川

内
能
力
開
発
協
会
（
薩
摩
川
内

市
）

定
　
員　

10
人

受
講
料　

無　

料

募
集
期
間
　
５
月
21
日
（
月
）
～

　

６
月
14
日
（
木
）

問
い
合
わ
せ
先

国
立
・
県
営　

鹿
児
島
障
害
者

職
業
能
力
開
発
校

（
☎
０
９
９
６
－
４
４
－
２
２

０
６
）

応
募
資
格

休
職
中
の
身
体
に
障
害
を
お
持

ち
の
方
（
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

訓
練
内
容
　

Ｏ
Ａ
事
務
科
（
パ
ソ
コ
ン
を
利

☎
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わんぱくトライアル「市外参加者」先行募集
　～今年の夏は、ふるさと出水で冒険だ !! ～
　小原山を舞台にした自然体験活動事業「わんぱくトライアル」。

今年は、市外参加者を先行募集します。出水の良さを伝える絶好の機会です。

　夏休みに里帰りで帰ってくるお孫さんやお子さま、お友だちにお知らせください。

期　間　　８月７日（火）～同９日（木）２泊３日

内　容　　野外冒険活動、野外炊飯、市民の森ハイク、星座観察、キャンプ、記念品

　　　　　作成等

対象者　　保護者が市内出身者または市内に親戚がいる小学４年生から６年生までの

　　　　　市外居住の児童（市内居住者については、広報いずみ７月１日号等で別途

　　　　　募集します。）

定　員　　10 人（定員を超えた場合は抽選となります。）

参加料　　3,500 円（食費、活動材料費等）

申込期間　６月１日（金）～同 29 日（金）

申込・問い合わせ先　青年の家（☎ 63 － 2135）

☜
各
講
座
共
通
事
項

開
催
場
所

　

働
く
婦
人
の
家

（
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
）

対
象
者　

女　

性

（
市
内
に
居
住
ま
た
は
市
内
に

勤
務
）

申
込
締
切
日

６
月
20
日
（
水
）

申
込
方
法

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先

働
く
婦
人
の
家

（
☎
�
２
１
８
５
）

「
お
し
ゃ
れ
ネ
イ
ル（
夏
コ
ー
ス
）」

講
座

　

ネ
イ
ル
チ
ッ
プ
（
付
け
爪
）
の

作
り
方
を
学
ん
で
指
先
の
お
し
ゃ

れ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

開
講
日
　
７
月
５
・
12
・
26
日
、	

８
月
２
・
９
日　
（
木
・
全
５
回
）

開
講
時
間
　
午
後
１
時
30
分
～
同

３
時
30
分

講
　
師　

山
下　

幸
子　

氏　

（CH
IIK
O

　

N
A
IL

）　

受
講
料　

材
料
費
４
千
円

「
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
体
験
」

講
座

　

自
分
の
力
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
る
負
荷
で
行
う
ゆ
っ
く
り
と
し

た
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。

日
　
時　

７
月
10
日
（
火
）
～
同

13
日
（
金
）、
同
17
日
（
火
）

～
同
19
日
（
木
）

　
（
全
７
回
実
施
）

　

午
後
６
時
～
同
９
時

場
　
所　

出
水
工
業
高
等
学
校　

内
　
容　

オ
リ
ジ
ナ
ル
は
が
き
作
成
、
か

ん
た
ん
家
計
簿
作
成
な
ど

応
募
条
件　

初
め
て
パ
ソ
コ
ン
を

操
作
さ
れ
る
方

定
　
員　

10
人
程
度

教
材
代　

２
千
円

働
く
婦
人
の
家
講
座
に
参
加

し
ま
せ
ん
か

開
講
日　

６
月
30
日
（
土
）

開
講
時
間　

午
後
１
時
30
分
～
同

３
時
30
分

講
　
師　

中
村　

真
也　

	

氏

　
（
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
）　　

受
講
料　

無　

料

「
手
打
ち
ざ
る
う
ど
ん
」
講
座
　

　
暑
い
夏
こ
そ
、
手
打
ち
で
つ
る

っ
と
冷
た
い
ざ
る
う
ど
ん
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

開
講
日　

７
月
９
日
（
月
）

開
講
時
間　

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

講
　
師
　
入
木
田　

鉄
郎　

氏　

（
め
ん
処　

福
屋
）　

受
講
料
　
材
料
費
６
０
０
円

「
初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ

ン
講
座
」
受
講
生
募
集

陶
芸
講
座
受
講
生
募
集

申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
住
所

・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

ご
記
入
の
上
、６
月
14
日
（
木
）

必
着
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
決

定
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

出
水
工
業
高
等
学
校　

県
民
大

　

学
係
（
☎
�
０
０
１
０
）

〒
８
９
９
－
０
２
１
４

　

五
万
石
町
３
５
８　

期
　
日　

７
月
12
・
19
日
、
９
月

６
日
、
10
月
11
日
、
11
月
15
日

（
木
・
全
５
回
）　　
　
　
　

時
　
間
　

　

午
後
５
時
30
分
～
同
７
時
30
分

受
講
対
象　

　

県
内
に
居
住
す
る
成
人
の
方

募
集
人
員　

先
着
30
人
程
度
（
未

　

経
験
者
優
遇
）

受
講
料　

保
険
料
（
１
５
０
円
程

度
）
と
材
料
費
（
１
０
０
０
円

程
度
）

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
連
絡
先
を
明
記
の
上
、

６
月
14
日
必
着
で
〒
８
９
９
－

０
２
０
８
文
化
町
９
６
６
番
地

出
水
養
護
学
校
生
涯
学
習
県
民

大
学
講
座
係
に
お
送
り
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
出
水
養
護
学
校
（
☎
�
３
４
０
０
）
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平成24年４月から
「子ども手当」に代わって「児童手当」が支給されます

　　今回の制度の変更に伴い、新たに認定請求手続きを行う必要はありません。

　１．児童手当の支給要件
●児童手当は、中学校修了前（15歳到達後の最初の３月31日まで）の児童を養育している方に支給されます。
●離婚協議中の場合、児童と実際に同居して養育している父または母に支給されます。
●児童養護施設に入所している児童については、施設の設置者等に支給されます。
●短期留学中の場合等を除き、国内に居住していない児童には支給されません。

２．認定請求手続きについて（出生・転入等により新たに受給資格が生じた場合）
　市役所窓口（公務員は勤務先）で認定請求の手続きが必要です。児童手当は、認定請求をした日の属する月の翌
月分から支給されます。出生・転入から15日以内に請求手続きが必要で、手続きが遅れると、遅れた月分の手当
はさかのぼって支給されませんのでご注意ください。（出生日・転出予定日から15日以内に手続きされれば、月をまたいでも出
生日・転出予定日の翌月分から支給されます。）

【手続に必要なもの】
・印　鑑　・申請者名義の預金通帳の写し　・厚生年金等加入者の場合、申請者の健康保険証の写しまたは年金加入証明書
　※その他、状況に応じて所得証明書や住民票等の提出が必要となります。

３．支給月額　（児童１人につき次の月額が支給されます。）

　
４．支給期間および支払時期
　次のとおり年３回、４カ月分を、原則として口座振込で支給します。支払日は10日で、10日が休日の場合、金融機関の前営
業日になります

6月８日（２月～５月分）　　　10月10日（６月～９月分）　　　２月８日（10月～１月分）
　　　
５．所得制限について
　平成24年６月分の手当から、所得制限が適用されます。平成24年度（平成23年分）の所得が所得制限限度額以上の場合、手当
額は、児童の年齢にかかわらず、中学校修了前の児童１人につき、一律で月額5,000円となります。

扶養親族等の数 ０人 １人 ２人 ３人 ４人 ５人

所得制限限度額 ６２２万円 ６６０万円 ６９８万円 ７３６万円 ７７４万円 ８１２万円

６．現況届について
　児童手当を受給している方は、６月１日現在で受給者が加入している年金や児童の養育状況等を確認するため、毎年６月中
に現況届を提出することが法律により義務付けられています。
　６月初旬に通知を郵送しますので、必ず期限内（６月中）に手続きをしてください。
　なお、現況届の提出がない場合、手当の支給を差し止めることがありますのでご注意ください。

７．手当受給中の注意事項
　　児童手当受給中の方が次に該当する場合、速やかに市役所窓口で、消滅届・増額申請・変更申請等の手続きをしてください。

　　　１．受給者が離婚や別居等により児童を監護しなくなったとき
　　　２．受給者が拘禁されたとき
　　　３．受給者が公務員になったとき
　　　４．受給者または児童が市外へ転出するとき
　　　５．受給者または児童が死亡したとき
　　　６．出生や養子縁組などにより、世帯の支給対象児童が増えたとき
　　　７．振込先の金融機関を変更したいとき（受給者名義の口座のみ可）

【問い合わせ先】　本庁こども課　　　　　　　（☎６３－４０４７）
　　　　　　　　高尾野支所　市民福祉課　　（☎８２－５４２２）
　　　　　　　　野田支所　市民福祉課　　  （☎８４－４８１４）

●０歳～３歳未満　　　　　　　１５, ０００円（一律）
●３歳～小学校修了前　　　　　１０, ０００円（第１子・第２子）
　　　　　　　　　　　　　　　１５, ０００円（第３子以降）
●中学生　　　　　　　　　　　１０, ０００円（一律）
●所得制限限度額を超える世帯　　５, ０００円（平成２４年６月分から適用）

　

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で
悩
ん
で
い

ま
せ
ん
か
？

　

公
益
委
員
（
弁
護
士
等
）、
労

働
者
委
員
（
労
働
組
合
役
員
等
）、

使
用
者
委
員
（
会
社
経
営
者
等
）

な
ど
の
県
労
働
委
員
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

　

労
働
者
、
事
業
主
の
ど
ち
ら
か

ら
で
も
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

日
　
時
　
毎
月
第
４
火
曜
日

　

午
後
２
時
30
分
～
同
５
時

　
（
受
け
付
け
は
午
後
４
時
30
分

ま
で
）

場
　
所　

県
庁
労
働
委
員
会

申
込
方
法

　

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
が

予
約
は
で
き
ま
す
。

相
談
事
例

解
雇
、
雇
い
止
め
、
配
置
転
換
、

賃
下
げ
、
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ

ラ
な
ど
。

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

（
県
庁
15
階
）

（
☎
０
９
９
－
２
８
６
－
３
９

４
３
）

相
　
　
　
談

相
　
　
　
談

労
働
に
関
す
る
無
料
相
談
会

を
開
催

お 

知 

ら 

せ

お 

知 

ら 

せ
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市
で
は
、
市
街
地
お
よ
び
郊
外

に
お
け
る
土
地
利
用
の
混
在
化
や

無
秩
序
な
開
発
を
抑
制
し
、
健
全

な
都
市
環
境
と
豊
か
な
自
然
環
境

と
の
調
和
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
中
で
す
。

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

は
、都
市
計
画
区
域（
出
水
地
域
）、

高
尾
野
地
域
、
野
田
地
域
の
市
街

地
お
よ
び
そ
の
周
辺
部
に
焦
点
を

あ
て
た
「
全
体
構
想
」、
各
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
示
す

「
地
域
別
構
想
」、
お
よ
び
こ
れ
ら

を
実
現
す
る
た
め
の
「
実
現
化
方

策
」
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

で
は
、
出
水
市
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
内
、
全
体
構
想
（
概

案
）
に
つ
い
て
、
ご
意
見
等
を
募

集
し
ま
す
。

　

な
お
、
出
水
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
（
案
）
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
は
、
平
成
24
年
11
月

頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

募
集
す
る
件
名

出
水
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
全
体
構
想
（
概
案
）

全
体
構
想
（
概
案
）
閲
覧
場
所

本
庁
都
市
計
画
課
、
本
庁
市
民

相
談
室
、
高
尾
野
支
所
地
域
振

興
室
、野
田
支
所
地
域
振
興
室
、

で
あ
り
、
皆
さ
ん
の
財
産
を
守
る

た
め
に
必
要
な
も
の
で
す
。

　

自
分
の
土
地
や
周
辺
に
ど
の
よ

う
な
三
角
点
や
基
準
点
・
図
根
点

が
設
置
さ
れ
て
い
る
か
を
知
り
、

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
土
地
の
掘
削
や
埋
立
て

な
ど
で
三
角
点
や
基
準
点
・
図
根

点
が
支
障
と
な
る
場
合
は
、
税
務

課
固
定
資
産
税
係
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
（
☎
�
４
０
３
２
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
中
央
公
民
館
内
生
涯
学
習
課

文
化
係
（
☎
�
２
２
０
０
）

　

測
量
法
が
昭
和
24
年
６
月
３
日

に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
ち
な
ん

で
、
平
成
元
年
６
月
３
日
に
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

三
角
点
や
基
準
点
・
図
根
点
は

土
地
の
分
筆
や
復
元
な
ど
の
測
量

を
す
る
時
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の

　

市
で
は
、
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
保
存
補
助
金
を
利
用
し
た

修
理
・
修
景
事
業
に
取
り
組
ま
れ

る
方
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
は
、
平
成
25
年
度
以
降
に

出
水
麓
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
内
に
お
い
て
修
理
、
新
築
お
よ

び
増
改
築
等
の
工
事
を
補
助
事
業

と
し
て
希
望
さ
れ
る
方
で
す
。

調
査
期
限　

６
月
15
日
（
金
）

米
ノ
津
公
会
堂
、
江
内
カ
ン
ト

リ
ー
コ
ア
、
市
中
央
公
民
館
、

中
央
図
書
館
、高
尾
野
図
書
館
、

野
田
図
書
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
提
出
期
間

５
月
28
日
（
月
）
～
６
月
29
日

（
金
）

提
出
方
法

ご
意
見
等
と
住
所
・
氏
名
を
明

記
の
上
、直
接
持
参
さ
れ
る
か
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。
様
式
の
指
定
は
あ

り
ま
せ
ん
。

意
見
等
の
提
出
先

◆
直
接
持
参
・
郵
送
す
る
場
合

　

本
庁
都
市
計
画
課
計
画
管
理
係

◆
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
付
す
る
場
合

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
５
８
１
４
）

◆
電
子
メ
ー
ル
で
送
付
す
る
場
合

tokei_c@
city.izum

i.
kagoshim

a.jp

意
見
等
の
取
り
扱
い
・
公
表

ご
意
見
の
概
要
お
よ
び
市
の
考

え
方
を
公
表
し
ま
す
。（
個
人

名
の
公
表
お
よ
び
個
別
の
回
答

は
行
い
ま
せ
ん
。）

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
都
市
計
画
課
計
画
管
理
係

（
☎
�
４
０
６
３
）

出
水
麓
伝
建
地
区
に
お
け
る

文
化
財
等
の
修
理
・
修
景
事

業
調
査

 

出
水
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

全
体
構
想 

（
概
案
）
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
し
て
い
ま
す

６
月
３
日
は
「
測
量
の
日
」

農業用廃プラスチック類を収集

　農業用廃ビニールおよび廃ポリエチレンフィルム類（マルチ類・
ネット類・谷シート・肥料空き袋・育苗箱・コンテナ・パレット・
農薬の空き容器等）を収集します。
期　日　６月 22 日（金）
収集場所および時間

○鹿児島いずみ農協本所資材センター
○鹿児島いずみ農協出水製茶工場敷地内
午前８時～同 10 時

処理経費

○廃ビニール：10 円
○廃ポリエチレンフィルム：13 円

問い合わせ先

　本庁農林水産課農業振興係（☎６３－４０５６）
　高尾野支所産業建設課（☎８２－５４２３）
　野田支所産業建設課（☎８４－４８１６）
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☎
☎
☎
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が
ん
検
診
受
診
推
進
の
た
め

に
、
節
目
年
齢
（
41
歳
・
46
歳
・

51
歳
・
56
歳
・
61
歳
（
平
成
25
年

４
月
１
日
時
年
齢
））
の
方
を
対

象
に
、
大
腸
が
ん
検
診
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
と
検
診
手
帳
を
６
月
中
旬

に
送
付
し
ま
す
。

　

ク
ー
ポ
ン
券
が
届
い
た
方
で
、

今
年
度
大
腸
が
ん
検
診
の
お
申
し

込
み
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
後
日
、
受
診
票
と
検
査
キ

ッ
ト
を
お
送
り
し
ま
す
。
検
診
当

日
は
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
・
受
診

票
・
採
便
済
み
の
検
査
キ
ッ
ト
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

検
診
期
間
は
、７
月
17
日
（
火
）

か
ら
10
月
31
日
（
水
）
ま
で
の
間

の
43
日
間
に
な
り
ま
す
。
詳
し
い

日
程
に
つ
い
て
は
、広
報
５
月
号
・

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
�
２
１
４
３
）

　

厚
生
労
働
省
「
平
成
24
年
度
Ｈ

Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
実
施
要
綱
」

に
基
づ
き
、
６
月
１
日
か
ら
７
日

ま
で
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
に

合
わ
せ
て
、
夜
間
Ｈ
Ｉ
Ｖ
即
日
検

査
を
無
料
で
実
施
し
ま
す
。
検
査

は
匿
名
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

検
査
結
果
は
即
日
で
わ
か
り
ま

す
。

　

早
期
の
発
見
と
治
療
が
重
要
な

感
染
症
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
受
診
さ
れ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

実
施
日　

６
月
５
日
（
火
）

午
後
５
時
～
同
７
時

※
要
予
約

場
　
所　

出
水
保
健
所

所
要
時
間　

お
お
む
ね
１
時
間
程

度
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

出
水
保
健
所

（
☎
�
１
６
３
６
内
線
２
０
６
）

　

ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
正
し
い

知
識
の
普
及
啓
発
を
図
る
た
め
、

６
月
17
日（
日
）か
ら
同
23
日（
土
）

ま
で
が
「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
正

し
く
理
解
す
る
週
間
」
に
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

国
の
隔
離
政
策
な
ど
に
よ
り
、

ハ
ン
セ
ン
病
は
怖
い
病
気
と
い
う

誤
っ
た
考
え
が
定
着
し
、
そ
の
こ

と
が
さ
ま
ざ
ま
な
偏
見
・
差
別
や

人
権
侵
害
を
引
き
起
こ
し
ま
し

た
。

　

長
い
間
、
偏
見
や
差
別
に
苦
し

め
ら
れ
た
ハ
ン
セ
ン
病
で
あ
っ
た

方
々
等
が
、
平
穏
に
安
心
し
て
生

活
で
き
る
地
域
づ
く
り
の
た
め

に
、
一
人
一
人
が
ハ
ン
セ
ン
病
問

題
と
は
何
か
を
正
し
く
理
解
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
知
識

○
ハ
ン
セ
ン
病
は
、
ら
い
菌
に
よ

る
感
染
症
の
一
種
で
、
遺
伝
病

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
早

期
発
見
と
早
期
治
療
に
よ
り
、

短
期
間
で
治
癒
す
る
病
気
で

す
。

○
現
在
、
わ
が
国
に
感
染
源
と
な

る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。

○
元
患
者
で
あ
っ
た
方
々
の
身
体

の
変
形
は
後
遺
症
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
健
康
増
進
課
ハ
ン
セ
ン
病

担
当
窓
口
（
☎
０
９
９
－

２
８
６
－
２
７
２
０
）

６月は『自治会加入促進月間』

　

　
　私たちの身の回りには、防災、防犯、ごみ収集など生活
に密接した問題が数多くあります。
　自治会は、住みよい豊かなまちづくりを目指して、地域
におけるさまざまな問題の解決に取り組むとともに、住民
の連帯意識の向上に努めている自主的な任意の団体です。
　近所に自治会に加入されていない世帯がありましたら、
温かい心で自治会加入を勧め、お互いに理解しあい、快適
で潤いのある地域社会を創っていきましょう。

大
腸
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
を
配
布

Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
エ
イ
ズ
）
平
日
夜

間
検
査
を
実
施

ハ
ン
セ
ン
病
を
正
し
く
理
解

し
よ
う

人権擁護委員の日
			

　皆さん、人権擁護委員制度をご存じですか。
６月１日は、人権擁護委員法が施行された日です。昭和 23
年に政令に基づいて人権擁護委員制度が設けられ、翌昭和
24 年６月１日に人権擁護委員法が施行されました。これに
より国民の基本的人権を擁護し見守る、いわば民間人によ
る人権擁護機関が誕生しました。これが我が国における人
権擁護委員制度の始まりです。本市には、法務大臣が委嘱
した次の人権擁護委員がいます。

《出水地区》　　◎肱岡　彰子　氏　◎荒木　妙子　氏　
　　　　　　　◎椎原　京子　氏　◎上籠　俊道　氏
　　　　　　　◎谷口　勇　氏

《高尾野地区》　◎畠中　大喜　氏　◎東畠　政子　氏

《野田地区》　　◎川畑　純義　氏　◎平中　すみ子　氏
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こ
れ
か
ら
、
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー

が
活
発
に
な
る
夏
季
を
迎
え
ま

す
。
海
上
保
安
庁
で
は
、
水
難
事

故
の
防
止
の
た
め
、
臨
海
地
域
で

の
釣
り
や
レ
ジ
ャ
ー
活
動
に
際
し

て
特
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い

項
目
を
「
命
を
守
る
３
つ
の
基
本

（
自
己
救
命
策
）」
と
し
て
作
成
し

ま
し
た
。

基
本
１
　
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

（
救
命
胴
衣
）
の
常
時
着
用

　

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
（
救
命
胴

衣
）
は
、
名
前
の
と
お
り
命
を
守

る
た
め
の
も
の
で
す
。
着
用
の
有

無
で
生
死
を
分
け
る
と
い
っ
た
事

例
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

　
「
暑
苦
し
い
」「
邪
魔
に
な
る
」

と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
命

に
は
代
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

大
切
な
命
を
守
る
た
め
、
海
上

や
海
辺
で
の
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む

際
は
、
体
に
合
っ
た
適
切
な
ラ
イ

フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
常
時
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

基
本
２
　
連
絡
手
段
の
確
保

　

非
常
時
に
救
助
を
求
め
る
た
め

の
連
絡
手
段
と
し
て
、
普
段
お
使

い
の
携
帯
電
話
を
防
水
パ
ッ
ク
に

入
れ
て
携
行
し
ま
し
ょ
う
。
防
水

機
能
付
き
の
携
帯
電
話
も
あ
り
ま

す
が
、
海
に
落
と
せ
ば
沈
ん
で
し

ま
い
ま
す
。
防
水
パ
ッ
ク
は
空
気

層
が
あ
り
、
海
に
浮
く
の
で
安
心

で
す
。

基
本
３
　「
１
１
８
番
」
の
有
効

活
用

　
「
１
１
８
番
」
は
、
海
上
保
安

庁
専
用
の
緊
急
電
話
番
号
で
24
時

間
休
み
な
く
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

海
で
事
故
に
遭
っ
た
り
、
事
故

を
知
っ
た
時
は
、
迷
わ
ず
局
番
な

し
の
「
１
１
８
番
」
に
電
話
連
絡

し
、「
い
つ
・
ど
こ
で
・
何
が
あ

っ
た
」
な
ど
を
簡
潔
に
、
落
ち
着

い
て
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

串
木
野
海
上
保
安
部	

警
備
救

難
部
（
☎
０
９
９
６
－
３
２
－

３
５
９
２
）

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
）
の
年
度
更
新
手
続
き
の
期

間
は
、
６
月
１
日
か
ら
７
月
10
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
主
の
方
は
、
こ
の
期
間
ま

で
に
平
成
23
年
度
の
確
定
保
険
料

と
平
成
24
年
度
の
概
算
保
険
料
の

申
告
と
納
付
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ

い
。

　

申
告
書
の
集
合
受
け
付
け
を
６

月
22
日
（
金
）、
午
前
10
時
30
分

か
ら
午
後
３
時
ま
で
ホ
テ
ル
キ
ン

グ
で
行
い
ま
す
。
会
場
で
提
出
で

き
な
い
場
合
は
、
７
月
10
日
ま
で

に
川
内
労
働
基
準
監
督
署
で
手
続

き
を
行
う
か
、
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
こ
の
手
続
き
に
必
要
な

書
類
は
、
５
月
末
日
を
め
ど
に
鹿

児
島
労
働
局
か
ら
各
事
業
所
に
送

付
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
も
説
明
会
を
開

催
し
ま
せ
ん
の
で
、
手
続
き
要
領

等
に
つ
き
ま
し
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

郵
送
・
問
い
合
わ
せ
先

　

川
内
労
働
基
準
監
督
署

　
（
☎
０
９
９
６
－
２
２
－
３
２

２
５
）

〒
８
９
５
－
０
０
６
３

薩
摩
川
内
市
若
葉
町
４
－
24

労
働
保
険
年
度
更
新
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す

水
難
事
故
か
ら
命
を
守
る
３

つ
の
基
本
（
自
己
救
命
策
）

事業者の皆さまへ
　
　専門家が、事業者の抱える課題を抽出し、必要なアド
バイスを行います。秘密は厳守されますので、気軽にご
相談ください。なお、相談には事前予約が必要です。

問い合わせ先
　鹿児島県中小企業再生支援協議会（鹿児島商工会議所
　内）（☎０９９－８０５－０２６８）

☎

～経営に関する相談を受けます～
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口
の
中
は
元
気
で
す
か
？

む
し
歯
と
並
ん
で
口
の
病
気
に
歯
周
病

が
あ
り
ま
す
。
歯
周
病
は
、
歯
肉
の
病
気
で
、

痛
み
な
く
じ
わ
じ
わ
進
行
し
て
い
き
、
歯
を

支
え
て
い
る
骨
が
溶
け
て
い
き
ま
す
。
初
期

症
状
の
歯
肉
炎
は
子
ど
も
で
も
か
か
る
病
気

で
す
。

歯
周
病
チ
ェ
ッ
ク

１　

口
の
中
が
ネ
バ
ネ
バ
す
る

２　

歯
肉
か
ら
出
血
す
る

３　

口
臭
が
す
る

４　

歯
肉
が
赤
く
腫
れ
て
い
る

５　

歯
と
歯
の
間
に
物
が
挟
ま
る

６　

歯
が
長
く
伸
び
て
見
え
る

一
つ
で
も
当
て
は
ま
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
歯

周
病
を
疑
い
ま
し
ょ
う
。

歯
周
病
と
全
身
疾
患

歯
周
病
菌
が
歯
肉
か
ら
体
の
血
管
に
入

る
と
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

歯
周
病
を
防
ぐ
こ
と
は
、
全
身
の
健
康
を
守

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

む
し
歯
菌
と
歯
周
病
菌
は
感
染
症

む
し
歯
菌
も
歯
周
病
菌
も
感
染
し
ま
す
。

大
人
の
口
か
ら
子
ど
も
の
口

へ
と
、
そ
し
て
大
人
同
士
で

も
、
菌
が
感
染
し
ま
す
。
自
分
の
お
口
の
健

康
に
気
を
つ
け
る
こ
と
で
、
周
り
の
人
へ
菌

を
う
つ
す
確
率
を
低
く
し
ま
す
。

自
分
で
予
防
　
そ
れ
は
歯
磨
き

む
し
歯
も
歯
周
病
も
、
予
防
の
基
本
は
歯

磨
き
で
す
。「
歯
と
歯
の
間
」「
歯
と
歯
肉
の
境

目
」「
噛
み
合
わ
せ
面
」を
し
っ
か
り
磨
き
ま

し
ょ
う
。歯
ブ
ラ
シ
の
毛
が
届
き
に
く
い「
歯

と
歯
の
間
」は
フ
ロ
ス
や
歯

間
ブ
ラ
シ
を
使
い
ま
し
ょ

う
。

歯
科
医
院
で
予
防
　
そ
れ
は
定
期
健
診

か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
を
も
ち
、
年
に
３

～
４
回
は
歯
科
医
院
で
定
期
健
診
を
受
け
て
、

む
し
歯
や
歯
周
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。
治

療
が
必
要
な
場
合
も
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

食
生
活
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

甘
い
物
や
間
食
の
回
数
が
多
い
と
口
の

中
は
不
潔
に
な
り
や
す
い
の
で
、
だ
ら
だ
ら

食
べ
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
食
事

は
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
で
唾
液
の
分
泌

が
よ
く
な
り
ま
す
。
唾
液
は
口
の
中
を
洗
浄

し
た
り
、
歯
の
表
面
を
元
に
戻
す（
再
石
灰

化
）働
き
が
あ
り
ま
す
。

唾
液
腺
マ
ッ
サ
ー
ジ

唾
液
腺
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
と
唾
液
の

分
泌
が
よ
く
な
り
食
事
が
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
自
分
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
や
寝
た
き

り
の
人
に
し
て
あ
げ
る
と
、
む
し
歯
予
防
や

口
臭
予
防
効
果
が
あ
り
ま
す
。

歯
周
疾
患
検
診
の
お
知
ら
せ

歯
周
病
を
早
期
発
見
す
る
た
め
歯
周
疾

患
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者　

市
内
に
在
住
で
、
平
成
25
年
４
月
１
日
の

年
齢
が
、
41
歳
、
51
歳
、
61
歳
、
71
歳
の

男
女

検
診
期
間　

８
月
１
日（
水
）～
９
月
29
日（
土
）

検
診
場
所　

市
内
協
力
医
療
機
関

※
受
診
票
は
検
診
実
施
前
に
、
対
象
者
に
送

付
し
ま
す
。

検
診
料　

８
０
０
円（
生
活
保
護
世
帯
、非
課

税
世
帯
は
無
料
）

問
い
合
わ
せ
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
２
１
４
３
）

８
０
２
０
歯
科
の
対
象
者
を
募
集

市
で
は
、
80
歳
で
自
分
の
歯
を
20
本
以
上

持
っ
て
い
る
方
を
表
彰
し
ま
す
。

対
象
者　

80
歳
以
上（
平
成
24
年
10
月
31
日
現
在
）

で
、
食
べ
物
を
噛
め
る
自
分
の
歯
を
20
本

以
上
持
っ
て
い
る
健
康
な
方

募
集
期
限　

９
月
28
日（
金
）

表
彰
時
期　

11
月

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
２
１
４
３
）

訪
問
歯
科
診
療

　

出
水
郡
歯
科
医
師
会
で
は
、
要
介
護
者
等

（
寝
た
き
り
高
齢
者
や
認
知
症
高
齢
者
、身
体

障
害
者
な
ど
）で
歯
科
医
院
へ
の
通
院
が
困

難
な
方
に
対
し
、
訪
問
に
よ
る
歯
科
診
療
お

よ
び
口
腔
ケ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。
診
療
は

健
康
保
険
、
介
護
保
険
が
適
応
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院

出
水
郡
歯
科
医
師
会
事
務
局

（
こ
じ
ま
歯
科
医
院
内
）

（
☎
�
４
６
１
８
）

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
�
２
１
４
３
）

71
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「
タ
ウ
ン
雑
誌
な
ど
を
見
て
ア

ル
バ
イ
ト
に
応
募
し
、
履
歴
書
や

免
許
証
の
コ
ピ
ー
を
事
業
者
に
送

付
し
た
と
こ
ろ
、
仕
事
の
た
め
に

携
帯
電
話
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
必

要
だ
と
言
わ
れ
契
約
し
た
が
、
解

約
し
た
い
」と
い
う
モ
バ
イ
ル
サ

イ
ト
内
職
に
関
す
る
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

消
費
者
は
ア
ル
バ
イ
ト
に
応
募

し
た
後
、
仕
事
を
す
る
に
は
費
用

が
か
か
る
こ
と
を
事
業
者
か
ら
聞

き
、
断
ろ
う
と
し
ま
す
が
、
す
で

に
履
歴
書
や
免
許
証
の
コ
ピ
ー
等

の
個
人
情
報
を
渡
し
て
い
る
た
め
、

「
逃
げ
ら
れ
な
い
ぞ
」な
ど
と
脅
さ

れ
て
、
断
り
き
れ
ず
契
約
し
て
し

ま
い
ま
す
。
ま
た
、
な
か
に
は

「
支
払
え
な
い
」と
断
る
と「
絶
対

に
も
う
か
る
」「
収
入
の
保
証
制
度

が
あ
る
」な
ど
と
言
い
、
消
費
者

金
融
会
社
か
ら
の
借
り
入
れ
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
キ
ャ
ッ
シ
ン

グ
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
枠
を
利
用
し

た
現
金
化
な
ど
の
方
法
で
、
無
理

に
現
金
を
つ
く
ら
せ
て
支
払
わ
せ

る
と
い
う
悪
質
な
ケ
ー
ス
も
見
ら

れ
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に

・
仕
事
内
容
の
説
明
を
十
分
に
受

け
、
書
面
等
を
確
認
し
、
安
易

に
契
約
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・
モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト
内
職
で
は
、

収
入
が
得
ら
れ
な
い
ト
ラ
ブ
ル

が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

不
確
定
な
収
入
を
当
て
に
し
た

支
払
い
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
現
金
化
や
借
金
な

ど
、
無
理
を
し
て
現
金
を
つ
く

る
こ
と
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

う
。

・
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
り
、
脅
迫

等
を
受
け
た
場
合
に
は
、
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
や
警
察
に
す
ぐ

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

契
約
ト
ラ
ブ
ル
や
多
重
債
務
等

で
お
悩
み
の
方
は
、
出
水
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
�
６
２
０
３
）

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト
内
職
に
つ
い
て

【消費生活相談員の相談日時と場所】
○月・火・木・金曜日

午前９時30分～午後４時
（正午から午後１時までを除く）
本庁市民生活課内（☎63－6203）

○水曜日
午前９時30分～正午
野田支所市民福祉課内（☎63－2111 内線741）

○水曜日
午後１時30分～同４時
高尾野支所市民福祉課内（☎63－2111 内線453）

　

年
金
給
付
に
関
す
る
相
談
や
、

請
求
手
続
き
等
に
つ
い
て
は
、
川

内
年
金
事
務
所
が
窓
口
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
国
民
年
金
・
厚
生
年

金
等
の
受
給
手
続
き
や
、
そ
の
他

の
指
導
・
相
談
に
応
じ
る
た
め
、

出
水
市
役
所
本
庁
お
よ
び
各
支
所

で
出
水
地
区
年
金
相
談
所
を
毎
月

第
３
木
曜
日
に
開
設
し
て
い
ま
す

（
会
場
は
開
催
月
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
）。

　

相
談
は
、
完
全
予
約
制
で
、
相

談
時
間
は
原
則
と
し
て
、
お
一
人

さ
ま
20
分
と
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、

◎「
年
金
を
受
け
取
る
手
続
き
を

し
た
い
」・
・
・
老
齢
厚
生
年

金
・
遺
族
厚
生
年
金
・
障
害
年
金

等
の
請
求
手
続
き

◎「
い
く
ら
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
る
か
」・
・
・
年
金
見

込
額
に
関
す
る
相
談

◎「
障
害
年
金
を
請
求
す
る
こ
と

は
で
き
る
か
」・
・
・
障
害
年
金

に
関
す
る
相
談

　

そ
の
他
、
年
金
制
度
に
関
す
る

相
談
等
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
離
婚
時
の
厚
生
年
金
の
分

割
制
度
に
関
す
る
相
談
お
よ
び
年

金
記
録（
第
三
者
委
員
会
へ
の
申

し
立
て
）の
相
談
に
つ
い
て
は
対

象
外
と
な
り
ま
す
の
で
、
直
接
、

川
内
年
金
事
務
所
に
来
所
ま
た
は

電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市

役
所
本
庁
・
各
支
所
の
年
金
担
当

窓
口
、
ま
た
は
お
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

相
談
時
の
必
要
書
類
等

　

出
水
地
区
年
金
相
談
所
で
相
談

さ
れ
る
際
は
、
年
金
の
番
号
の
分

か
る
も
の（
年
金
証
書
・
年
金
手

帳
・
振
込
通
知
書
等
）の
ほ
か
、

ご
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き

る
も
の（
運
転
免
許
証
等
）を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　

代
理
の
方
の
場
合
は
、
相
談
し

た
い
方
本
人
の
年
金
の
番
号
が
分

か
る
も
の
お
よ
び
委
任
状
と
、
相

談
に
来
ら
れ
る
方
の
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
等
）が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
委
任
状
に
記
入
漏
れ

（
相
談
し
た
い
内
容
が
未
記
入
等
）

が
あ
る
場
合
は
相
談
に
応
じ
ら
れ

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

▽
高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課

▽
野
田
支
所
市
民
福
祉
課

　
（
☎
�
２
１
１
１
）

開 催 日　　７月19日（木）
開催時間

　午前９時40分～正午
　午後１時～同３時40分
開催場所　　
　本庁　３階大会議室
内　　容

　国民年金・厚生年金の手続き等
相 談 員　　川内年金事務所職員
予約受付期間

６月22日（金）～７月12日（木）
（土日祝日を除く午前８時30分～午後５時）

予約申込先

　本庁市民生活課住民年金係
　（☎63－2111　内線147・148）

※６月21日開催の年金相談については広報いずみ５月号
をご覧ください。

出水地区年金相談所を開設
（完全予約制）

出
水
地
区
年
金
相
談
所
に
つ
い

て
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読書活動に関する問い合わせ先
						読書推進課
							☎ 63‒4121

　出水市の読書活動については、これまで「広報いずみ」や放送でお知らせしてきましたが、さらに多くの方に読
書活動についてお伝えし、活動を広めていこうと、このたび、出水市読書活動推進ホームページを開設しました。
市民や全国の読書に関心のある方だけでなく、ふるさとを遠く離れた方々にも「読書のまち　出水市」の活動を
知っていただきたいと、作成したものです。
　ホームページでは、「出水市読書活動推進計画（第二次）」、幼稚園・学校・保育園の読書活動やおすすめの本の
紹介、読書に関するイベント情報を掲載していきます。
　ホームページのタイトルは、「よんみゃんせ」です。多くの方のアクセスをお待ちしています。
✿ホームページアドレス	 	
　http://www.city.izumi.kagoshima.jp/reading/index.html	 	
✿スマートフォンサイト	 	
　http://www.city.izumi.kagoshima.jp/reading/smartphone/index.html	 	
✿携帯電話向けサイト	 	
　http://www.city.izumi.kagoshima.jp/reading/mobile/index.html

手作りしおりを作ろう！

「いずみのしおり」製作ボランティア

団員募集！

　出水市のイベントや修学旅行で来市される方々へのプ
レゼントを目的とした、手作りしおりの製作ボランティ
アを募集します。
　しおりは、使用済み牛乳パックと自然を生かした押し
花や押し葉を使って作ります。
　読書活動日本一のまちづくり応援グッズとして、自分
用のマイしおりや家族･お友達へのプレゼント用のしお
りも作れます。
　「いずみのしおり」作りに参加してみませんか？

【作るもの】手作りしおり　（目標枚数　13,101枚）
【作 る 人】出水市在住の方で、ボランティアで協力して
　　　　　いただける方　（目標人数　200人）

【活動内容】
①ボランティア団結成
（電話の応募で団員登録します。）
②作り方を学ぶ
（６月下旬頃、場所は青年の家の
予定です。団員に通知します。）
③押花・押し葉を作る
④日にちを決めてみんなで作る

【応募・問い合わせ先】
青年の家　（☎６３－２１３５）
読書推進課（☎６３－４１２１）

書籍発行のご案内

★「文芸いずみ第６号」

　市民の皆さまからご応募いただきました作品をま
とめた「文芸いずみ第６号」を発刊しました。短歌・
俳句・川柳・詩・随筆・童話・歴史考察のほか、小
学生・中学生による「読書標語」「短作文」も掲載して
います。
【規格等】Ａ５判　170ﾍﾟｰｼﾞ　400円

★「出水衆中軍役高帳　８番」
　　　　－萬治元年（1658年）－

　市の指定文化財「軍役高帳」は、現存する４２冊の
うち15冊を解読（読み下し文）し、印刷物として発行
されています。
　今回の軍役高帳の発行は、３年ぶりとなります。
郷土の歴史を守り、後世に伝えるためにも、古文書
の解読は大切な作業です。今後もコツコツと解読し
発行していく予定です。
【規格等】Ｂ５判　66ﾍﾟｰｼﾞ　300円

【販売所】
・教育委員会読書推進課（本庁３階）
・中央図書館、高尾野図書館、野田図書館
【問い合わせ先】
読書推進課（☎６３－４１２１）

読書活動推進ホームページ　ＯＰＥＮ！
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≪幼児・小学生≫

●「おうしげきだん」 スズキ　コージ　作
●「かっぱのこいのぼり」 内田　麟太郎　作
●「よろしくともだち」 内田　麟太郎　作　
●「くまの木をさがしに」 佐々木　マキ　作
●「かみさまはいる　いない？」 谷川　俊太郎　文
●「おかあちゃんがつくったる」 長谷川　義史　作・絵
●「おひさまのおへんじシール」	 茂市　久美子　作
●「世界の果ての魔女学校」 石崎　洋司　作　
●「ねむねむくんとねむねむさん」 片山　令子　作
●「ガリバーの冒険」 井上　ひさし　文　

　　　・・・・・等
≪中学生・高校生≫

●「ダヤンと恐竜のたまご」　 池田　あきこ　著
●「だれも知らない　犬たちのおはなし」 エミリー・ロッダ　著
●「鷹のように帆をあげて」 まはら　三桃　著

・・・・・等
≪一般≫

●「レディマドンナ」 小路　　幸也　著
●「ブラッド・スクーパ」 森　博嗣　著　　
●「夢に見た娑婆」 佐藤　雅美　著
●「エス」 鈴木　光司　著　　
●「雪と珊瑚と」 梨木　香歩　著　　
●「語りつづけろ、届くまで」 大沢　在昌　著　　
●「猫背の虎　動乱始末」 真保　裕一　著　　
●「あした　慶次郎縁側日記」 北原　亞衣子　著
●「奈落の顔　高瀬川女船歌」 澤田　ふじ子　著
●「おいで、一緒に行こう」 森　絵都　著　　
●「コンカツ？」 石田　衣良　著　　
●「サファイア」 湊　かなえ　著　　
●「パンとスープとネコ日和」 群　ようこ　著
●「ゆめみるハワイ」 よしもと　ばなな　著
●「棟居刑事の見知らぬ旅人」 森村　誠一　著

・・・・・等

図書館名
（電話番号） 開 館 時 間 ６月の休館日

中央図書館
（☎ 63-2105）

平日
　午前 9時～午後 8時
土曜・日曜日
　午前 9時～午後 6時

18 日
高尾野図書館

（☎ 82-5452）
午前 9時～午後 6時 15 日野田図書館

（☎ 84-3100）

平成24年６月　移動図書館運行表

ステーション名 運行時間
運行日

６ 月

第１・３

火曜日

西之口団地自治公民館 10：00～10：20 ５日
19 日鹿島自治公民館 15：10～15：40

第２・４

火曜日

千本付団地広場 10：00～10：20
12 日

26 日

平和団地集会室 10：30～10：50
鹿島住宅広場 14；20～14：40
茶円堀団地広場 14：45～15：05
ラ・フォンテいずみ 15：15～15：35

第１・３

水曜日

江内北部コミュニティーセンター 9：40～10：00
６日

20 日

東辺田自治公民館前 10：10～10：30
尾野島浜自治公民館 10：45～11：05
江内配本所（カントリーコア） 14：05～14：25
ウッドタウン自治公民館 14：40～15：00

第２・４

水曜日

元町自治公民館 9：50～10：10 13 日
27 日今釜西自治公民館 10：20～10：40

第１・３

木曜日

鶴亀タウン 9：40～10：00 ７日
21 日米ノ津駅前広場 10：10～10：30

福ノ江自治公民館 10：45～11：05

第２・４

木曜日

受口自治公民館 10：40～11：00 14 日

28 日

屋地自治公民館 14：10～14：30
熊野神社前 14：40～15：00
菅原神社（荘上・荘下） 15：15～15：35

第１・３

金曜日

栗毛野自治公民館 9：40～10：00 １日
15 日江川野自治公民館 10：10～10：30

内野々下自治公民館 10：45～11：05
第２・４

金曜日

鶴水園 14：10～14：40 ８日
22 日加紫久利住宅広場 14：55～15：15

新しい本の紹介（予定）新しい本の紹介（予定）

６ 月のおはなし会・親子読書会

中央図書館

おはなしのへや
（毎週水曜日）

６日、13日、20日、27日
午後４時～

だっこＤＥえほん 23日（土）午前10時～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

４日、11日、18日、25日
午後４時～

親子読書教室	
「すくすく」

12日（火）、26日（火）
午前10時30分～

野田図書館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

７日、14日、21日、28日
午後４時～

だっこＤＥえほん ７日（木）午前10時30分～

　【一般書】

『下町ロケット』

　　　　　池井戸　潤　著
小学館

　夢破れ、ロケットエンジ
ン研究者から親の町工場を
継いだ主人公。しかし経営
は崖っぷち！次々に突きつ
けられる難局の中「働くと
は」「生きるとは」を考えさ
せられます。
　私もがんばろう！と元気
と希望をもらえる爽やかな
作品です。
第145回直木賞受賞作。

　　【児童書】

『レンタルロボット』

滝井　幸代　作
学習研究社

　弟がほしい健太は、ある
日ふしぎな店で弟ロボット
をおこづかいでレンタルし
ます。さいしょは楽しい
日々が続いたのに、兄とし
てがまんしなければならな
いことも出てきて…
　読み終わった後、今日は
兄弟げんかはやめにしてな
かよくしようかな、と思っ
ちゃうかも？！
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発生件数 死　者 負 傷 者

出 水 市 29 件
（+１）

０人
（－１）

38 人
（+２）

平成24 年
の 累 計

92 件
（－９）

１人
（±０）

118 人
（－８）

※　（　	）内の数字は前年同月比

交 通 事 故 発 生 状 況
出水警察署管内（４月１日〜同30日）

　出水警察署と出水市防犯協会は、４月26日、平成
24年度の地域安全モニターとして滝下正晴さん（総
代）はじめ50人に委嘱しました。
　この地域安全モニターは、地域住民、警察、防犯
協会、自治連、自治体、自主防犯パトロール隊など
の防犯団体と連携し、日頃より地域の安全に配慮し、
犯罪や事故、災害等を防ぐための活動をしています。
　また、年３回の地域安全運動や防犯キャンペーン
にも主なメンバーとして活動しています。委嘱状交
付の後は、出水市内の犯罪状況や万引き防止対策、
地域安全活動の方法等について学びました。
  モニターの皆さん、出水市の安全・安心のため、
本年度もよろしくお願いします。

　私達の想定をはるかに超えた東北大震災から、早く
も１年以上が経過しました。地震に伴って発生した原
発事故もあり復興にはまだまだ時間と労力そして忍耐
を必要とするようです。自然を侮ってはなりません。
　出水市においても米ノ津川が氾濫し、市街地が濁流
にのみこまれたのはまだ記憶に新しいところです。
　自然は時として私たちに牙をむきます。尊い命と財
産を守るためには、災害に強い環境整備とともに私た
ち一人一人の日常の心がけが大事です。 
　備えに不足はあっても、し過ぎることはありません。

地域安全モニター 50人に委嘱 

水害への備えは万全に

鶴の町交番開所４駐在所を統合

一瞬の油断が死を招く

　出水警察署管内には、２交番、４駐在所がありましたが、県警
は、昨今の治安情勢に対応する一環として夜間体制の強化、交番
機能の強化、有事即応体制の構築などを基本方針として一昨年来、
駐在所の統廃合を進めており、従来の高尾野・下水流・江内・野
田の４駐在所を廃止し４月１日に「鶴の町交番」としてスタートさ
せることになりました。
　高尾野や野田は世界でも有名な鶴の渡来地であり、鶴も安堵す
る土地の交番ということで「鶴の町交番」と命名されました。
　慣れ親しんだ駐在所が廃止され、地域住民の方々には不安を感
じる方もおられるかと思いますが、鶴の町交番は、６人体制の３
交代で24時間活動していきますし、これまで同様に地域行事へも
積極的に参加していく方針です。
　地域住民に親しまれる交番を目指して活動していきますので、
ご協力とご理解の程よろしくお願いします。

　昨年より減少しているものの、死亡事故も発生しています。
交通事故に細心の注意を!!

出水市防犯協会	63 － 1500問い合わせ先

※　気象情報に細心の注意を
　テレビ、ラジオ、市の防災無線等の放送に注意し 
　ましょう。

※　危険を感じたら早めの避難を

　事前に避難経路や場所を確認しておきましょう。
※　悪天候には無理をしない勇気を

　山や川、海のレジャーを計画中に悪天候が予測さ
　れる時は無理をせず中止や変更をしましょう。

　　▽飲酒運転はしていませんか？

　　▽シートベルトは装着していますか？ 

　　▽運転中に携帯電話を使用していませんか？ 

　　▽交差点手前での一時停止を実施していますか？ 

　　▽自転車運転でも交通ルールを守っていますか？ 

　　▽横断中、左右確認を確実にしていますか？

委嘱状を受ける地域安全モニターの皆さん 餅つき体験をする大久保保育園児

（鶴の町交番開所イベントから）

開所式であいさつする竹下国英署長
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５
月
１
日
、
本
市
は
出
水
市
建
友
会（
特
手
祐
治
会
長
）と

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
応
急
対
策
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

　

調
印
式
で
は
、特
手
会
長
か
ら
エ
リ
ア
毎
に
担
当
を
決
め
、

よ
り
迅
速
で
円
滑
な
対
応
を
行
う
こ
と
で
地
域
に
貢
献
し
た

い
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
っ
て
、
災
害
時
に
発
生
す
る
公
共
土
木
施

設
等
の
災
害
情
報
お
よ
び
被
害
状
況
の
調
査
、
報
告
、
障
害

物
の
除
去
お
よ
び
応
急
復
旧
等
に
関
し
て
、
本
会
が
持
っ
て

い
る
専
門
知
識
や
資
機
材
の
使
用
で
、
よ
り
早
急
な
応
急
対

策
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
二
次
災
害
お
よ
び

被
害
拡
大
の
防
止
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

本
市
は
こ
れ
ま
で
に
、
自
治
体
な
ど
の
公
共
団
体
を
は
じ

め
29
に
も
上
る
団
体
等
と
災
害
時
応
援
協
定
を
結
ん
で
お

り
、大
規
模
な
災
害
に
備
え
て
の
態
勢
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

災害時応援協定を締結
出水市建友会と

　

５
月
２
日
、
細
野
環
境
相
ら
が
市
内
で
水
俣
病
救
済
の
期

限
を
知
ら
せ
る
広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
広
報
活
動
に
は

地
元
の
自
治
体
と
し
て
渋
谷
市
長
も
参
加
。

　

市
内
ス
ー
パ
ー
で
、
細
野
環
境
相
、
渋
谷
市
長
ら
は
、
申

請
受
け
付
け
を
７
月
末
で
締
め
切
る
こ
と
な
ど
が
書
か
れ
た

チ
ラ
シ
を
買
い
物
客
ら
に
配
布
し
、
該
当
者
は
期
限
内
に
申

請
す
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

環
境
省
で
は
、
２
０
１
０
年
の
５
月
に
水
俣
病
救
済
策
の

申
請
受
け
付
け
を
開
始
し
、
本
年
７
月
末
で
申
請
受
け
付
け

を
締
め
切
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

救
済
策
に
漏
れ
る
人
が
出
な
い
よ
う
、
広
報
い
ず
み
等
で

申
請
締
め
切
り
や
、
水
俣
病
被
害
者
に
対
し
申
請
呼
び
か
け

を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
水
俣
病
被
害
者
の
医
者
へ
の
相
談
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
取
り
組
み
な
ど
も
行
う
な
ど
、
国
、
県
、
市

が
一
体
と
な
っ
て
救
済
策
の
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

神
戸
市
の
兵
庫
中
学
校
の
３
年
生
１
６
０
人
が
、
５
月
９

日
、
10
日
、
修
学
旅
行
で
本
市
を
訪
れ
、
農
家
民
泊
を
体
験

し
ま
し
た
。

　

９
日
に
入
村
式
が
あ
り
、
数
人
ず
つ
に
分
か
れ
た
生
徒
ら

は
受
け
入
れ
る
農
家
の
方
々
と
笑
顔
で
対
面
。
10
日
の
午
前

中
に
農
作
業
な
ど
を
体
験
し
、
午
後
に
新
幹
線
で
帰
路
に
就

き
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
地
域
活
性
化
の
一
環
と
し
て
市
内
の
豊
富
な
自

然
を
生
か
し
た
農
家
民
泊
で
の
体
験
型
旅
行
を
提
案
し
、
修

学
旅
行
生
の
誘
致
を
進
め
て
い
ま
す
。
昨
年
５
月
に
第
一
陣

が
訪
れ
て
か
ら
、
昨
年
度
は
関
西
か
ら
７
校
延
べ
１
６
０
０

人
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
は
11
校
延
べ

２
３
０
０
人
の
修
学
旅
行
生
を
受
け
入
れ
る
予
定
で
す
。

　

市
で
は
、
受
け
入
れ
て
い
た
だ
く
農
林
漁
家
を
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
本
庁
観
光
交
流
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

細野環境相らが申請呼び掛け
水俣病救済

農家民泊定着へ
今年度は修学旅行生2，300人受け入れ
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出
水
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ

山
口
県
周
南
市
で

　４月７日～８日、友好都市の山口県周南市で開催
された「花とワインフェスティバル」に特産品協会５
業者と観光協会が参加し、特産品販売と観光ＰＲを
行いました。デコポンをはじめ本市自慢の特産品を
求め、販売ブースでは多くの買い物客でにぎわいま
した。周南市とは、ツルを通じた交流のほか11月の
大産業祭へ招待し特産市を催すなど交流を深めてい
ます。

　出水市建築塗装業協会（寺地利文会長）が４月23
日、東光山公園に設置されてあるトイレの壁面のペ
ンキ塗りをボランティアで行いました。
　市民の憩いの場として多くの人が訪れる場所と
あって、利用者に受けのいい色にしようと、キノコ
型のトイレは、青にピンクの水玉模様で飾られ、非
常に明るい仕上がりとなりました。

　今年収穫したての新茶を供え、今季の茶の豊作を
祈願する献茶祭が４月20日、鎮国山感応禅寺であり
ました。
　同寺は、日本に茶を広めたとされる栄西禅師が開
山。日本の茶の歴史との深い縁から、一番茶の摘み
取りが本格化する前に献茶祭を毎年実施していま
す。参加した出水地区茶業振興会や生産農家などの
30人は新茶を奉納し、焼香して豊作を祈りました。

　４月21日、22日の両日、青年の家で消防団新入団
員の特別教育訓練が行われました。
　これは、毎年行われているもので、新入団員とし
て基礎的な規律訓練やホース延長および筒先結合な
どの技術を身に付けるもので、団員は慣れない訓練
に悪戦苦闘しながらも訓練に臨み、最終日の平井勝
也団長の観閲を受けました。
　出水市の安全･安心のまちづくりに大いに貢献さ
れるものと期待します。

新
茶
供
え
献
茶
祭　
　

　
　
　
　
　
　
　

感
応
禅
寺

特
別
教
育
訓
練
を
実
施

　
　
消
防
団
新
入
団
員

明
る
い
ト
イ
レ
に
　

　
　
　
　
　
東
光
山
公
園

手
作
り
立
体
マ
ッ
プ

　
　
わ
か
た
け
保
育
園
児

出
水
で
初
の
公
演
　

　
　
　
　
劇
団
ど
く
ん
ご

　観光客をはじめ出水市に訪れる人に、出水の魅了
をもっと知ってもらおうと、わかたけ保育園の園児
らが陶器で立体観光マップを作りました。縦90㌢、
横120㌢の陶器を12枚合わせると、ツルの渡来地、
ケタ打瀬漁を行う船、感応禅寺など市内の観光地を
上空から見下ろすようなマップが完成。
　少しでも多くの人の目に留まるようにと４月27
日、ＪＲ出水駅に設置しました。

　上場を拠点に活動している劇団「どくんご」（五月
うか代表）が４月28日、文化会館駐車場の特設テン
トで公演を行いました。地元、出水で公演するのは
初めて。
　同劇団はテント劇場による全国ツアーを展開して
おり、出水公演を皮切りに11月まで全国ツアーを行
います。特設テントには多くの市民が訪れ、ユニー
クな劇を楽しんでしました。
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少
年
少
女
合
唱
団
入
団
式

　
　
　
　
新
入
団
員
９
人

　４月28日、音楽ホールで出水市少年少女合唱団の
入団式を開催しました。
　今年度は、9人の新入団員を迎え、23人での活動
開始となりました。式では、合唱団部長の歓迎のこ
とばに続き、在団員が歓迎の歌を歌い、最後は、新
入団員も一緒に「シャボン玉・こいのぼり」を合唱し、
さわやかな歌声がホールに響き渡りました。
　合唱団では、引き続き団員を募集しています。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
結
団
式

　
　
　
46
団
９
０
０
人

味
噌
な
め
て
ま
つ
り

　
　
　「
新
地
節
」を
披
露

通
行
手
形
を
か
ざ
し
て

野
間
之
関
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

新
緑
を
味
わ
う
　
　

　
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ラ
リ
ー

出
水
麓
を
満
喫
し
て

　
　
　
竹
添
邸
・
税
所
邸

　４月28日、市総合体育館で出水市スポーツ少年団
結団式を行い、各団を代表して出水小ソフトボール
の北森太陽君に本部長から登録リボンが贈呈され、
団員綱領を高尾野剣道の川上拓真君、指導者綱領を
高尾野剣道の松山一義さんが、それぞれ力強く朗読
しました。鶴翔高校女子バレー部の、華麗かつ豪快
なアタックやレシーブなどの披露もあり、参加者ら
から歓声が上がり、体育館中に拍手が鳴り響いてい
ました。

　味噌なめての碑公園で４月29日、毎年恒例の「味
噌なめてまつり」が開催されました。
　先人の開墾当時の苦労をしのび、地区活性化につ
なげようと、小原地区むらづくり委員会（濵田和男
委員長）が２００１年から行っており12回目。
　梅干しの種飛ばしや丸太早切りなどのイベントの
ほか、開墾時の苦労をモチーフにした伝統芸能「新
地節」も披露され、多くの人でにぎわいました。

　薩摩三大関所の一つで、出入りに対する警戒が最
も厳しかったとされる野間之関跡周辺約６㌔を歩く
「野間之関所まつりウォーキング大会」が４月29日開
催されました。
　市内外から集まった多くの参加者らは、甲

かっちゅう

冑姿の
武士が見守る中、通行手形を手に同関跡を出発し、
みかんの花の香りの中、薩摩街道、みかん畑をそれ
ぞれのペースで歩きました。

　４月29日、青年の家や市民の森を舞台にしたチャ
レンジ・ラリーを開催しました。
　参加した多くの子どもや親子は、各チェックポイ
ントに設けた手作りの野外ゲームに挑戦。
　地図とコンパスをたよりに、広大な市民の森を駆
け巡る参加者らは春の自然を体いっぱいに感じてい
ました。

　大型連休の５月３日から６日まで税所邸で甲冑の
試着体験、５月４日から５日まで竹添邸であくまき
と新茶のおもてなしがありました。これは出水麓街
なみ保存会（山下真孝会長）と出水市もてなしの心育
成協議会（宗像義政会長）が主催したもの。
　５日はこどもの日とあって、甲冑の試着体験に多
くの子どもが訪れ、その姿をカメラに収める保護者
の姿が見られました。
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　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は21,200部で市内のほぼ全世帯に配
布されますので、同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利
用ください‼　ただし、掲載可能な数に限りがありますので掲
載希望が多数の場合は、調整させていただきますのでご了承く
ださい。

【申込・問い合わせ先】
　　　本庁企画政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120
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史
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友
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乃の　
（
隆
志
・
恵
）

山
之
口　

和わ
か　

奏な　
（
暢
・
祥
子
）

竹
之
下　

幹か
ん

太た

郎ろ
う　
（
孝
太
郎
・
文
絵
）

吉　

村　

咲さ
く

太た

朗ろ
う　
（
謙
一
・
満
里
子
）

椎

木

蒼あお

紫し　
（
辰
也
・
静
代
）

松

永

望の

愛あ　
（
洋
平
・
玲
香
）

松

永

莉り

愛あ　
（
洋
平
・
玲
香
）

野

中

紗さ

菜な　
（
伸
悟
・
郁
美
）

今

村

愛あい

里り　
（
匠
・
好
美
）

（
４
月
３
日
～
５
月
１
日
届
出
分
）

（
死
亡
者
）（
年
齢
）（
住
所
）〈
敬
称
略
〉　

宇

都

登　

91　

田
原

山

﨑

吉

男　

85　

鹿
島
住
宅

大　

塚　

八
智
代　

88　
太
田
原
住
宅

川　

島　

ハ
ル
ノ　

95　

福
ノ
江

稲

森

葊

志　

85　

下
餅
井

田　

中　

美
津
雄　

81　

上
松

下

野

政

治　

88　

名
古
東

亀　

山　
　

繁　
　

90　
元
町（
出
水
）

田

中

勢

子　

75　

新
蔵
中

松

木

人

志　

53　
上
の
原（
高
尾
野
）

見　

附　

ミ
エ
子　

81　

下
山

田　

口　

キ
ヨ
ノ　

83　

小
島

安　

田　

ミ
ド
リ　

87　

鶴
水
園

齊

藤

久

子　

65　

鶴
里

井
ノ
上　

ハ
ル
ヱ　

84　

上
水
流

小　

田　

タ
マ
ヱ　

86　

広
瀬

鮫

島

德

男　

73　

朝
日
町

柿

田

利

繼　

77　

上
古
市

揚

松

梅

子　

96　
荒
崎（
出
水
）

新

屋

仁

助　

95　

浦
窪

川　

添　

シ
ヅ
ヨ　

105　

新
町

北　

條　
　

榮　
　

87　

福
ノ
江
港

馬

場

節

子　

72　
町（
高
尾
野
）

坂　

元　

シ
ヅ
エ　

93　
下
高
尾
野
上

野

原

多

丸　

82　

上
水
流

　

辻　
　

秀　

幸　

50　

八
坊

札

元

良

子　

69　

太
田

山

田

春

義　

64　
上
の
原（
高
尾
野
）

前

田

モ

リ　

90　

中
里

柏

木

美

義　

78　

下
餅
井

前　

平　

サ
ダ
ヱ　

84　

江
川
野

横

内

勝

義　

77　
石
坂（
出
水
）

　

西　
　

ハ
ツ
ノ　

99　

上
松

井

川

文

雄　

61　

東
水
流

小

原

親

治　

80　

角
石

亀　

山　

カ
ヅ
ヱ　

71　

関
外

山

並

ス

ミ　

92　

渡
瀬
口

中　

原　

伊
磋
夫　

82　

安
原

中　

村　
　

忠　
　

84　

名
古
東

山

下

ケ

イ　

94　

渡
瀬
口

岩

﨑

富

江　

57　
太
田
原
住
宅

川　

畑　

ハ
ル
子　

92　

大
丸

御

領

房

子　

91　

山
下

郡　

山　

カ
ズ
エ　

85　
上
大
野
原（
出
水
）

川

島

恒

德　

92　
町（
高
尾
野
）

針
原　

ケ
サ
ツ
ル　

98　

柴
引

緒

方

一

典　

65　

桜
町

德　

永　

ミ
サ
子　

81　

早
馬

外　

園　

美
笑
子　

84　

朝
熊

　
（
４
月
３
日
～
５
月
１
日
届
出
分
）

香
典
返
し
寄
付　

	〈
敬
称
略
〉

林
　

敏

夫　
（
西
福
ノ
江
）	

宇　

都　

ハ
ス
ヱ　
（
田　

原
）	

山　

﨑　

ヨ
リ
子　
（
鹿
島
住
宅
）	

椨　

木　

美
代
子　
（
福
ノ
江
）	

下

野

政

人　
（
名
古
東
）	

田

中

洋

子　
（
上　

松
）	

見

附

信

志　
（
下　

山
）	

田

口

春

美　
（
小　

島
）	

亀　

山　

マ
サ
ヱ　
（
元　

町
）	

田

中

富

幸　
（
新
蔵
中
）	

齊

藤

俊

一　
（
鶴　

里
）	

井
ノ
上　
　

幸　
　
（
上
水
流
）	

小

田

健

二　
（
広　

瀬
）	

揚

松

利

德　
（
中
塩
屋
）	

新

屋
　

勉　
（
浦　

窪
）	

柿　

田　

サ
ツ
エ　
（
上
古
市
）	

鮫

島

了

子　
（
朝
日
町
）	

川　

添　

ナ
ミ
エ　
（
新　

町
）	

坂

元

和

義　
（
下
高
尾
野
上
）	

野

原

富

子　
（
上
水
流
）	

船

島

幸

子　
（
福
ノ
江
港
）	

　

辻　
　

盛　

雄　
（
八　

坊
）	

花

園

清

光　
（
清　

水
）	

山

田

祐

実　
（
上
の
原（
高
尾
野
））	

札

元

勝

士　
（
太　

田
）	

前

平

一

郎　
（
江
川
野
）	

山　

並　
　

至　
　
（
渡
瀬
口
）	

横

内

勝

己　
（
石　

坂
）	

小　

原　

カ
ズ
ミ　
（
角　

石
）	

　

西　
　

政　

光　
（
上　

松
）	

中

原

花

子　
（
安　

原
）	

中

村

晃

二　
（
名
古
東
）	

亀

山

安

則　
（
関　

外
）	

　

林　
　

富　

治　
（
東
下
り
松
）	

山

下

実

義　
（
渡
瀬
口
）	

外

園

良

一　
（
朝　

熊
）	

御　

領　
　

満　
　
（
山　

下
）	

川

島

孝

弘　
（
町（
高
尾
野
））	

郡

山

末

義　
（
上
大
野
原
）	

針

原

良

数　
（
柴　

引
）	

山　

﨑　
　

剛　
　
（
早　

馬
）	

緒

方

一

弘　
（
桜　

町
）

＝
以
上
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
＝

お
誕
生
、
ご
め
い
福
、
ご
寄
付
欄
へ

の
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
届
け

出
の
際
に
お
知
ら
せ
い
た
だ
く
か
、

本
庁
企
画
政
策
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
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当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63－0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。

※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時～午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時～正午）

６　　　　　月

日 医　療　機　関　名

３日（日）

［当］おかだクリニック 内・消化・放射線科 春日町 ☎63－7011

［当］せき耳鼻咽喉科クリニック 耳鼻咽喉科 東大野原 ☎64－1187

［当］内山病院 内・外・泌尿器科 阿久根市 ☎73－1551

［当］鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86－0054

［児］二宮医院 内・小児科 栄町 ☎62－0167

10日（日）

［当］林泌尿器科クリニック 泌尿器・内科 早馬 ☎64－8800

［当］さくら通りクリニック 脳神外・脳神内科 千本付 ☎62－2311

［当］鶴見医院 内・呼吸科 阿久根市 ☎73－0553

［当］長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88－6405

［児］キッズクリニック 小児科 向江 ☎63－7707

17日（日）

［当］友愛クリニック 内・消化器科 太鼓橋 ☎64－2101

［当］わかすぎ皮フ科クリニック 皮膚科 表郷東 ☎64－1313

［当］喜多医院 内・外科 阿久根市 ☎72－0038

［当］黒木胃腸科外科医院 胃腸・外科 阿久根市 ☎75－0200

［当］平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88－2595

［児］出水総合医療センター 早馬 ☎67－1611

24日（日）

［当］福元医院 内・循環器科 新町 ☎67－3200

［当］整形外科ばばぐちクリニック 整外科 六月田中 ☎64－8260

［当・児］しみずこども医院 小児科 阿久根市 ☎68－0633

［当］飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎88－5040
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暮らしの情報暮らしの情報

水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局

期　　間

出　水　地　域 高尾野・野田地域

工 事 事 業 者 平　日
休日および平日の
　　午後５時以降

工事事業者 平　日
休日および平日の
　　午後５時以降

６月１日～同３日 ヤマサキ電機産業 ☎67－3405

携帯電話
（090－7397－7898）

桑野水道設備 ☎82－4385

携帯電話
（090－7154－7490）

６月４日～同10日 たかさご水道 ☎67－4400 中 畠 組 ☎82－0437

６月11日～同17日 日之出建設工業 ☎63－3388 山﨑水道設備 ☎82－1600

６月18日～同24日 職 建 ☎62－1409 福 井 組 ☎84－2534

６月25日～７月１日 あかつき電化 ☎62－0650 慶 越 組 ☎82－0442

１日（金）▶高尾野川アユ漁解禁（午前５時・高尾野川）

３日（日）▶米ノ津川アユ漁解禁（午前４時・米ノ津川）

17日（日）▶新世代のためのフォーラム（午後１時・市音楽ホール）

24日（日）▶第７回出水市女性ソフトバレーボール大会（午前８時30分・総合体育館）

６月の主な行事

６月３日 ６月24日

はしぐち歯科クリニック 歯科 ☎62－8241 茶 円 堀 中 島 歯 科 医 院 歯科 ☎82－0020 町（高尾野）

メ ー プ ル 薬 局 ☎62－9292 東大野原 ハ ー ト 薬 局 ☎79－3877 新 町

６月10日 フ タ ヤ 薬 局 ☎67－5253 六月田中

スマイル歯科医院 歯科 ☎75－3300 阿久根市
マ リ ン 薬 局
米 ノ 津 店 ☎67－5002 早 馬

さ く ら ん ぼ 薬 局 ☎68－7000 千 本 付

６月17日

こ じ ま 歯 科 医 院 歯科 ☎63－4618 表 郷 西

め ぐ み 薬 局 ☎82－5551 太 鼓 橋

い ず み 調 剤 薬 局 ☎68－5822 表 郷 東

※歯科医院診療時間　午前 9時～正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63－0119）にお問い合わせください。
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74
　

今
回
は
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク

の
公
園
を
紹
介
し
ま
す
。
ク

レ
イ
ン
パ
ー
ク
に
は
建
物
の

周
り
に
広
い
芝
生
公
園
と
四

季
の
庭
、
キ
ッ
ズ
フ
ィ
ー
ル

ド
、
野
鳥
の
森
が
あ
り
ま
す
。

公
園
に
は
た
く
さ
ん
の
草
花

が
あ
り
、
花
の
時
期
に
な
る

と
芝
生
の
公
園
に
は
ネ
ジ
バ

ナ
の
花
が
た
く
さ
ん
咲
き
ま

す
。
ま
た
、
敷
地
奥
の「
野

鳥
の
森
」は
自
然
に
近
い
状

態
で
整
備
さ
れ
て
お
り
、
野

鳥
が
見
ら
れ
ま
す
。
散
策
路

を
歩
い
て
木
々
の
間
を
飛
び

回
る
鳥
や
水
辺
で
餌
を
探
す

鳥
な
ど
を
観
察
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
運
が
よ
け
れ
ば
カ

ワ
セ
ミ
の
姿
が
見
ら
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

あ
れ
っ
⁉

ま
だ
、
ツ
ル
っ
て
い
る
の
⁉

　

初
夏
の
心
地
よ
い
風
が
吹
く

荒
崎
で
、
ツ
ル
が
餌
を
つ
い
ば

む
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

出
水
平
野
で
越
冬
し
た
１
万

羽
を
超
え
る
ツ
ル
が
繁
殖
地
の

シ
ベ
リ
ア
方
面
に
帰
る
北
帰
行

の
第
一
陣
が
１
月
30
日
に
確
認

さ
れ
て
か
ら
、
今
月
で
３
カ
月

が
過
ぎ
ま
し
た
。
５
月
７
日
現

在
マ
ナ
ヅ
ル
２
羽
、
ナ
ベ
ヅ
ル

４
羽
の
計
６
羽
が
初
夏
の
出
水

平
野
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

け
が
を
し
て
シ
ベ
リ
ア
方
面

ま
で
の
長
旅
が
で
き
な
い
ツ
ル

が
４
羽
、
そ
れ
に
付
き
添
っ
て

い
る
の
が
２
羽
。
絆
の
強
さ
に

驚
き
ま
す
ね
。
今
後
、
保
護
す

る
か
ど
う
か
は
状
況
を
み
て
判

断
し
て
い
き
ま
す
。

『今月の問題』
クレインパークの建物の形は何を
イメージしている？
Ａ ツルが卵を抱く様子
Ｂ ツルが羽ばたく様子
Ｃ ツルとカメが並ぶ縁起のよい
　 様子
☆答えはホームページか来月号で
先月号の答えは
Ａキョロロロ……　でした。

　

市
で
は
、
合
併
に
よ
る
行
政
区
域
の
拡
大
に
伴
い
、
市
民
の
声
を
施
策
に
反
映
さ
せ
、
市
の
ま

ち
づ
く
り
計
画
、
基
本
構
想
等
に
つ
い
て
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
審
議
し
、
ま
た
は
意
見
を
述
べ

る
機
関
と
し
て
、
合
併
前
の
旧
市
町
ご
と
に
公
的
団
体
等
の
代
表
者
、
学
識
経
験
者
お
よ
び
公
募

に
よ
る
委
員
15
人
で
組
織
さ
れ
る
地
域
審
議
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
新
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　
　

出
水
地
域　

２
人　
　

高
尾
野
地
域　

２
人　
　

野
田
地
域　

２
人

応
募
資
格

○
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
住
所
が
あ
る
方
、
ま
た
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
あ
る
事
業
所
等
に
勤
務
す

　

る
方

○
平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
参
加
で
き
る
方

任
　
期　
　
　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
提
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。

応
募
用
紙　
　

　

応
募
用
紙
は
本
庁
お
よ
び
各
支
所
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
が
、
電
話
等
で
お
問
い
合
わ
い
た
だ

　

け
れ
ば
関
係
書
類
を
郵
送
し
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

　

ま
す
。

募
集
期
限　
　

６
月
15
日（
金
）　

※
必
着

選
考
方
法　
　

応
募
内
容
を
も
と
に
、
書
類
選
考
で
決
定
し
ま
す
。

選
考
結
果　
　

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

提
出
先

◆
直
接
持
参
す
る
場
合

　

本
庁
企
画
政
策
課
、
市
民
相
談
室
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室

◆
郵
送
の
場
合　

本
庁
企
画
政
策
課

◆
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
付
す
る
場
合　

�
４
０
３
０

◆
電
子
メ
ー
ル
で
送
付
す
る
場
合　

kikaku_c@
city.izum

i.kagoshim
a.jp

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
企
画
政
策
課
地
域
振
興
係（
☎
�
４
０
３
６
）

地
域
審
議
会
委
員
を
募
集

ま
ち
づ
く
り
計
画
・
基
本
構
想
等
を
審
議




